
 
 
 

６款 
 

農 林 業 費 
 

 

１項 農業費 

２項 林業費 

 
農
林
業
費 





 

 

主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
６款 農林業費 決算額 ８５０，８４２，３７２円

１項 農業費 決算額 ６１６，９００，７８２円

１目 農業委員会費 決算額 １３，４０２，６７５円

１ 委員報酬

農業委員等 人

農業委員会等に関する法律により、農業委員は市長が任命し、農地利用最適化推進委員は農業委員会が委嘱する

こととなっている。

農業委員会は、審議機関としての役割だけにとどまらず、農地利用の最適化や農業施策推進の役割を担っており、

地域農業の振興を図るため、農地のあっせんや農地パトロールなどの現地調査を実施した。

委員の構成

任期：令和２年 月１日～令和５年９月 日 （単位：人）

区分 農業委員 農地利用最適化推進委員 合計

人員

※農業委員２人欠員（令和５年３月 日現在）

会議の開催状況 （単位：回）

年度 現地調査会 総 会 臨時総会 合計

４

３

農地等の処理状況

区分 年度 件数 件 面 積 ㎡

農地法第３条
４

３

農地法第３条の３届出
４

３

農地法第４条
４

３

農地法第５条
４

３

農地法第 条
４

３

許 可 取 消 願
４

３

申 請 取 下 願
４

３

事業計画変更
４

３

転 用 確 認
４

３

公共転用届出
４

３

畑 作 転 換
４

３

非 農 地 証 明
４

３

非 農 地 判 断
４

３
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

農地法第３条

買受適格証明

４

３

農地法第５条

買受適格証明

４

３

農業用施設証明
４

３

相続税及び贈与税

の納税猶予証明

４

３

農地転用許可済証明
４

３

主な研修会等

実施日 内容 会場及び参加者数

令和４年 月 日

志太地区農業委員会協議会全員研修会（志太地区農業委員会協議

会主催）

演題 魅力ある地域づくりと「地域まるっと中間管理方式」

講師 魅力ある地域づくり研究所 代表 可知祐一郎 氏

焼津市 大井川文化

会館 人

令和４年 月 日

令和４年 月 日

地区別農地利用最適化推進研修会（静岡県農業会議主催）

情勢報告 農業委員会組織をめぐる情勢について

講師 全国農業会議所 事務局長 稲垣照哉 氏

掛川市 掛川市生涯

学習センター

３人

静岡市 グランシッ

プ

人

令和５年２月 日

ふじのくに農地有効活用シンポジウム（静岡県農業会議・静岡県

主催）

農地の将来像を描いて豊かな地域を作ろう

演題 「地域農業を守る」～地域計画と農地の集積・集約～

講師 農林水産省 経営局 経営政策課長 日向彰 氏

静岡市 グランシッ

プ

９人

令和５年３月 日

農業委員・農地利用最適化推進委員研修会（農業委員会主催）

市内農地について

市内農地を回り現状を視察した。

島田市内農地

人

２ 農業委員会事務費

 広報誌発行

農業委員会だより「どうだん」 号を発行し、農業委員会制度等の周知を図った。

国有農地の状況

県からの委託により、国有農地の管理を行った。

地区名
貸付地 未貸付地 合計

筆数 筆 面積 ㎡ 筆数 筆 面積 ㎡ 筆数 筆 面積 ㎡

島 田

金 谷 － －

合 計

※川根地区は対象国有農地なし
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
３ 農業委員会活動費

農地利用推進事業

認定農業者等へ農地の集積を図るため、農家からの申し出を調整して、農地の利用集積を促進した。令和４年

度は認定農業者の減により集積面積が減ったが、農地の面積も減ったため集積率は令和３年度と同じとなった。

ア 農用地利用集積事業

区分 年度 件数 件 面積 ㎡

所有権移転
４

３

賃貸借、使用貸借
４

３

年度 面積（ ） 集積率（％）

４

３

イ 農地利用状況調査（農地パトロール）等

新型コロナウイルス感染症対策のため、農地の利用状況を調査する農地パトロール等を担当地区に分けて

実施した。新たに発生した遊休農地については、所有者の利用意向を確認し、農地中間管理機構への貸出希

望を報告するとともに、営農の再開や草刈り等の指導により、 ㎡の農地が解消された。

年度 パトロール実施期間
利用状況

調査筆数 筆

利用状況

調査面積 ㎡

遊休農地

意向調査筆数 筆

意向調査

面積 ㎡

４
令和４年５月 日～

令和４年 月 日

３
令和３年６月８日～

令和３年９月７日
 

農業者年金基金受託事業

適確な年金受給を図るため、経営移譲年金・老齢年金受給予定者に対する指導を行うとともに、制度の普及推

進を図るため、加入対象者に戸別訪問を実施し、制度説明及び加入推進を行った。令和４年度の新規加入者はい

なかった。

（単位：人）

年度

新 制 度 旧 制 度

全加入者

（待期者含む）
受給者 待期者

受給者

経営移譲 老 齢

４

３

２目 農業総務費 決算額 １７９，６８８，７４７円

１ 農業総務事務費

農政協力委員

各地区から推薦された 人を農政協力委員として委嘱し、農政情報の周知を依頼することにより、農林行政の

円滑な運営及び地域農業の振興を図った。

農政協力委員会開催
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

開催日 内 容

金谷・川根地区 ７月 日

島田地区 ７月 日

委嘱状交付

農政協力委員の職務について

令和４年度農林業関係の主要事業について

島田市人・農地プランについて

農業共済組合の共済連絡員について

３目 農業振興費 決算額 ６３，８４７，３０６円

１ 農業振興事業

農業振興地域整備計画管理経費

島田市農業振興地域整備計画の管理業務効率化を図るため、同計画管理システム及び市内全域の航空写真を更

新した。

事業名 事業の概要 事業費 円 備考

農業振興地域整備計画管理システム

更新業務委託

農業振興地域整備計画管理シ

ステム及びパソコンの更新
㈱フジヤマ島田営業所 

航空写真地図作成業務委託 航空写真地図作成 ㈱パスコ静岡支店

農業環境保全事業

環境保全型農業直接支払補助金

島田市環境保全型農業推進協議会を通じて補助金を交付することにより、有機農業を推進し、付加価値のあ

る農産物の生産及び環境保全に資する営農活動の実施を図った。

年度 対象活動 交付件数 件 対象面積 ａ

補助額 円

補助額
補助額内訳

国補助金 県補助金 市補助金

４ 有機農業

３ 有機農業

農業制度資金利子補給金

農業経営基盤強化資金利子助成金

認定農業者が行う経営改善に向けた取組（農地取得、ハウス等の施設整備、乗用型摘採機の導入等）を支援

するため、農業経営基盤強化資金（スーパーＬ資金）の借入者に対して利子助成を行い、農家の投資に係る負

担の軽減を図った。

件数 件 利子助成額 円

（財源内訳）

県補助金

一般財源

地域農産物消費拡大事業

地産地消関係団体による島田市地産地消推進連絡会を学校給食地産地消推進連絡会と合同で行った。関東農政

局静岡県拠点の職員による「みどりの食料システム戦略」についての講話により、地産地消の理解を深めた。ま

た、野菜栽培講習会を２回開催した。

事業名 開催日 内 容 出席者

野菜栽培講習会（１回目） 令和４年９月 日 秋野菜の栽培方法等 人 
野菜栽培講習会（２回目） 令和５年２月 日 春野菜の栽培方法等 人

島田市地産地消推進連絡会 令和５年３月３日 「みどりの食料システム戦略」講話 ９団体
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
水田農業経営所得安定対策推進事業

農業経営の安定と国内生産力の確保により食料自給率の向上を図るため、水田農家へ事業の推進を行った。

交付金名 交付件数 件 交付面積 ａ 【参考】交付額 円

水田活用の直接支払交付金

※交付金は、国から農業者へ直接交付されている。

米の需要量目安 ｔ 作付面積目安 Ａ 生産確定面積 Ｂ 作付面積目安に対する作付率 Ｂ／Ａ ％

※作付面積目安は、需要量目安から ａ当たりの平均収穫量（ ㎏ ａ）を用いて換算した。

農業次世代人材投資事業

次世代を担う農業者を支援するため農業経営を開始した青年就農者に資金を交付し、経営開始直後の新規就農

者を支え、就農後の定着及び経営力の向上を図った。

件数 件 交付額 円 内訳

（財源内訳）

県補助金

円×３件

円×１件

円×１件

荒廃農地再生・集積促進事業

荒廃農地等の解消及び有効利用を図るため、農業者や農業者が組織する団体等が荒廃農地等を借り受けて営農

を再開するために行う再生作業や土壌改良等に対して補助金を交付し、荒廃農地の再生を通じて農地集積による

規模拡大を図った。

地区名
総事業費

円

負担区分 円
再生利用計画の概要

解消面積

ａ県費補助金 市補助金 自己資金

井口 荒廃した水田を再生し、米を栽培する。

肥料価格高騰対策事業【令和４年度新規事業】

肥料価格の高騰のため海外原料に依存している化学肥料の低減や堆肥等の国内資源の活用等の取組を行う農業

者に対し補助金を交付し、農業経営への影響緩和を図った。

申請件数 件 事業費 円

（財源内訳）

国庫支出金（コロナ臨時交付金）

一般財源

２ 農業経営基盤強化促進対策事業

担い手育成支援事業

平成 年度に認定した 件について、再認定手続きの案内、訪問・面接、計画作成支援を行った結果、 件を

再認定した。また、新規に３件を認定した。

なお、複数の市町において農業経営している者は静岡県知事が認定を行い、 件が認定された。（市の認定期

間終了時に県認定に変更した者が 件、市の認定期間中に県認定に移行した者が３件、他市町の認定から県認定

に移行した者が３件）

その他、認定期間内において廃業等により２件が取消しとなった。

年度 認定件数 件 年度末現在の認定農業者数 件

４

３

※認定期間 ５年間
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
がんばる認定農業者支援事業

担い手である認定農業者の経営改善計画の目標達成に向けた取組に対し補助金を交付し、生産性の向上やコス

トの削減を図った。

件数 件 総事業費 円 補助額 円 内 容

乗用型茶園管理機、レタス包装機の購入等

農地中間管理事業

農地中間管理機構を通じた貸借により、担い手へ農地の集積が図られた。 貸付面積

また、農地を貸し付けた地域や個人に対する協力金（機構集積協力金）を交付した。

協力金名 交付件数 件 対象面積 ａ 交付額 円
地域集積協力金 集積・集約タイプ

人・農地プラン策定事業

人・農地プランが令和４年５月に法定化され、令和６年度末までに「地域計画」を策定することとなったた

め、計画策定の前段として、市内を７地域に区分し、認定農業者等を対象に地域農業の将来の在り方等を協議す

る座談会を開催した。

また、六合地域をモデル地区として、農地利用の意向アンケート調査を先行実施した。

ア 座談会実施状況

開催回数 ８回

参加者 人

イ アンケート実施状況

配布件数 件

回収件数 件（回収率 ％）

３ 地域農林業支援事業

中山間地域等直接支払事業

農業の生産条件が不利な中山間地域等における農業生産活動を継続していくため、協定を締結した集落へ交付金

を交付し、農地の保全を図った。

対象地区 協定締結面積 ㎡ 交付額 円 集落数 参加農業者数 人
島田地区
金谷地区
川根地区
合 計

生産施設等整備事業【令和４年度新規事業】

中山間地域で花卉生産施設等を整備するものへ補助金を交付し、効率化や高収益化など農業経営の向上を図っ

た。

交付件数 件 事業内容 総事業費 円 補助対象経費 円 補助額 円 補助率

育苗ハウス建設
㎡×２連棟

（財源内訳）
県補助金

総事業費（税
抜）×
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
４ 農業振興施設管理費

施設利用状況

（単位：人）

施設名 令和４年度 令和３年度 事業者

伊久身農産物加工体験施設
合同会社ビアホップおおいがわ
（令和３年６月から）

菊川の里会館 菊川の里会館管理運営委員会
ささまふれあいの里 ささまふれあいの里管理運営組合
笹間農村公園 企業組合くれば

合 計

５ 畜産振興事業

畜産事務費

家畜の改良増殖の推進及び飼養管理技術の向上を図るため、藤枝市と合同で大井川枝肉品評会を開催し、優秀

な出品牛を表彰したことにより、畜産農家の飼養意欲の向上を図った。

名 称 開催日 出品内容
大井川肉用牛枝肉共励会 令和４年 月 日 肉牛の部 頭出品（うち市内９頭）

家畜防疫事業

畜産経営において死亡した家畜の飼養者に対して補助金を交付し、死亡獣畜の適切な処理を図った。

年度 補助金額 円 内 訳
４ 成牛 頭 仔牛 頭
３ 成牛 頭 仔牛 頭

６ 新型コロナウイルス感染症対策事業

新規作物取組支援事業【令和４年度新規事業】

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により農産物の価格低迷が続き、単独作物だけでは農業経営が厳しい状

況となっていたため、主要作物以外の新たな作物の導入を図る農業者に補助金を交付し、農業所得の向上を支援

した。

申請件数 件 事業費 円

（財源内訳）

国庫支出金（コロナ臨時交付金）
一般財源

 
４目 茶業振興費 決算額 １４，２５２，１０８円

１ 茶業推進事業

茶海外輸出支援事業

茶海外輸出支援事業補助金

茶の海外輸出に取り組む者に対して補助金を交付し、海外における茶の消費拡大を図った｡

年度
有機ＪＡＳ認証経費補助金 残留農薬検査経費補助金 有機ＪＡＳ取組茶園奨励金

件数 件 補助金額 円 件数 件 補助金額 円 件数 件 面積 ａ 補助金額 円

４

３
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
茶業団体支援事業

ア 島田市茶業振興協会事業費補助金

島田市茶業振興協会に対して補助金を交付し、当市の茶業の振興を図った。同協会及び島田支部・金谷支

部・川根支部は、宣伝活動を行い、島田茶、金谷茶及び川根茶の声価高揚と消費拡大に努めた。

補助金実績 円

（財源内訳）

一般財源 円

※一般財源には、企業版ふるさと納税寄附金 円を含む。

ｱ 島田市茶業振興協会事業実施状況

事業区分 事業の概要 事業費 円

宣伝広報及び良質

茶生産対策費

・献茶式の実施

令和４年４月 日 大井神社

・茶審査会の実施

令和４年８月 日 かなや会館

出品数：普通煎茶 点、深蒸煎茶 点

・茶感謝祭の実施

令和４年 月 日 茶の都ミュージアム

・茶審査会表彰式の実施

令和５年３月 日 プラザおおるり

事業助成費

・茶品評会出品者支援

全国茶品評会４件、関東ブロック茶の共進会１件、

静岡県茶品評会３件

・研究活動等助成

消費拡大等活動に要する経費の助成 件数：７件

・島田市茶手揉保存会各支部への助成

・消費拡大等対策

新婚カップル急須等贈呈 贈呈件数： 件

支部活動費 ・島田支部、金谷支部、川根支部への交付金

緑茶化計画推進費 ・緑茶化計画関連ツール費、海外見本市出展費

事務局費 ・事務費、通信費

予備費 ・茶草場モデルツアー

合 計
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
ｲ 支部活動状況

支部名 主要事業の概要 事業費 円

島田支部

良質茶生産事業

・島田茶業協同組合補助金

・島田茶業青年団補助金

消費拡大宣伝事業

・ばらの丘フェスタ、富士山 キャラバン、こども館オー

プン 周年記念イベント、島田大祭、しまだ大井川マラソン

リバティ、島田市産業祭での出展､販売等

・学校給食用茶、寿茶贈呈

・一煎茶パック等各種キャンペーン用茶葉提供

・お茶の淹れ方教室

小学校１校、専門学校１校、一般３回

島田茶宣伝広報事業

・広告塔（銅像２、看板１）の管理

・宣伝用資材作成

島田茶効能チラシ、島田茶封筒、封筒印刷費、一煎茶用茶

袋、えい茶いくんクリアフォルダー、のぼり旗 ほか

金谷支部

消費拡大宣伝事業

・しまだ大井川マラソン リバティ出展、販売

・富山県氷見市ひみ食彩まつり出展、販売等

・学校給食用茶贈呈

金谷茶宣伝広報事業

・金谷茶パンフレット、金谷茶ＰＲ用シール、金谷茶娘アルミ

袋、金谷茶娘紙袋、一煎茶用茶袋等の作成、配布

川根支部

消費拡大宣伝事業

・川根中学修学旅行生ＰＲ用一煎茶パック贈呈

・しまだ大井川マラソン リバティ出展、販売

川根茶宣伝広報事業

・一煎茶用茶袋作成

茶園整備支援事業

ア 茶改植等事業費補助金

茶樹の改植及び新植を実施した者に対して補助金を交付し、茶樹の若返りを促進し、生産基盤の強化を図っ

た。

※平成 年度から、国の採択を受けたものについて、国の補助金額の１割を付増し交付している。

年度

改植支援 新植支援

件数

件

実施面積

㎡

市補助金額

円

国補助金額

円 ※参考

件数

件

実施面積

㎡

市補助金額

円

国補助金額

円 ※参考

４

３
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
イ 茶園集積推進事業費補助金

農地中間管理機構から借り受けた茶園で茶園改良等の事業を行った者に対して補助金を交付し、茶園集積の

促進と茶業経営の効率化を図った。

令和元年度までは、島田市担い手育成総合支援協議会を通して交付を行っていたが、令和２年度から市が県

補助金分も含めて事業体へ直接補助金を交付した。

年度 交付件数 件 実施面積 ａ 補助金額 円

４

３

５目 土地改良費 決算額 ３２３，９７３，８８８円

１ 農業農村整備事業

円滑な農作業が行えるよう農業用用排水施設及び農道の整備を実施し、農村の振興及び農業経営の安定を図っ

た。

農道整備事業（県単独補助事業） （単位：円）

事業名 事業の概要 事業費 備 考

蓬莱橋上部工架替

工事

（南二丁目地先）

農道整備工事（橋梁）

施工延長 Ｌ＝ ｍ

上部架替 ２径間

（財源内訳）

県支出金（農業農村整備事業費

補助金）

一般財源

工事請負費

興和建設㈱

２ 農業用施設補修事業

 農業用施設補修事業

農道等の補修工事及び崩土除却や小規模な修繕工事等を行い、土地改良施設が安全で円滑に利用できるよう適

切な維持管理に努めた。

（単位：円）

事業名 事業の概要 事業費 備 考

農業用施設補修事業 阪本地内農道舗装工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ 
舗装工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

㈱丸紅

その他小規模補修工事

件
（財源内訳）

一般財源

工事請負費

修繕料 件

役務費 件

原材料支給 件

（財源内訳）

一般財源

修繕料

役務費

原材料費

合 計
（財源内訳）

一般財源

工事請負費

修繕料

役務費

原材料費
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
多面的機能支払交付金事業

農業・農村地域の有する水源の涵養、自然環境の保全など多面的機能の維持・発揮を図るため、 団体が実施

する農地保全活動（草刈り、水路の泥上げ、農道補修等）に対し支援を行い、地域資源の適切な保全管理を図っ

た。

（単位：円）

地区名 組織の名称
協定面積

交付額 円 事業の成果
合計 内訳

東町 東町水環境委員会 田 地域資源である

農業用施設や農

村環境を守る地

域活動として、

延べ 日の草

刈りが実施され

た。

抜里 抜里エコポリス
田

畑

葛籠 葛籠の環境を保全する会 畑

神座・鵜網 神座鵜網環境美化の会
田

畑

大草
大草の里を守る自然に優しい

会「グラン・グラス 」

田

畑

湯日 湯日美里会 畑

越地 越地 環境保全の会 田

東光寺 東光寺の郷を愛でる会
田

畑

大津 アグリ大津
田

畑

金谷 金谷広域協定運営委員会 畑

初倉 初倉牧之原広域協定 畑

大代 大代下地区用水組合
田

畑

合 計
田

畑

（財源内訳）

県支出金

一般財源

３ 農業施設管理費

牧之原用水基幹水利施設管理経費

国営牧之原農業水利事業が平成９年度に完了し、平成 年度から５市（島田市、掛川市、御前崎市、菊川市、

牧之原市）で、ポンプ設備の整備補修等の基幹水利施設管理業務について、牧之原畑地総合整備土地改良区に委

託している。島田市は、当事業の代表市であるため、補助金申請や各市からの負担金徴収事務を行い、事業を円

滑に推進した。

（単位：円）

事業名 事業の概要 事業費 備 考

牧之原地区土地改良基幹

水利施設管理事業

（契約期間

令和４年４月１日～

令和５年３月 日）

補助金申請及び

負担金徴収事務 （財源内訳）

県支出金（基幹水利施設管理

事業費補助金）

他市負担金

一般財源

委託料
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
大代川農地防災ダム管理経費

大代川沿岸の農地を大規模な災害から守るため、県の事業により昭和 年に防災ダムが建設された。県より管

理の委託を受け、農地防災ダムの機能に支障を来たすことがないよう、適正な維持管理を行った。

（単位：円）

事業名 事業費 備 考

堆砂量調査業務委託
委託料

㈱グリーン

テレメータ装置保守点検業務委

託

委託料

日興通信㈱

機械設備保守点検業務委託
委託料

オータ機工㈱

情報処理システム保守点検業務

委託

委託料

協立電機㈱

浚渫工事
工事請負費

㈱五建

事務費

合 計
（財源内訳）

県支出金

一般財源

委託料

工事請負費

事務費

基幹農業水利施設緊急突発事故復旧事業【令和４年度新規事業】

大代川農地防災ダムの損傷したローラーゲートを早期に復旧し、農地の保全を図った。

（単位：円）

事業名 事業費 備 考

ローラーゲート設備修繕工事

（財源内訳）

県支出金

一般財源

工事請負費

オータ機工㈱

４ 土地改良区助成事業

 大井川土地改良区負担金

ア 大井川土地改良区負担金

大井川用水整備に係る国営・県営事業の償還及び土地改良区の運営、施設の維持管理の支援を行い、安定的

な農業用水の確保を図った。

（単位：円）

名 称 令和４年度 令和３年度

大井川土地改良区経常経費負担金

大井川用水整備県営事業償還金

大井川用水整備（二期）国営事業償還金

合 計
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
イ 大井川用水国営造成施設管理体制整備促進事業負担金

国営造成施設の改良、修繕及び維持管理のため、関係５市町（島田市、藤枝市、焼津市、牧之原市、吉田

町）が大井川土地改良区に支援を行い、安定的な農業用水の確保を図った。島田市は代表市となり、補助金の

申請、負担金の徴収等事務処理を行った。

事業の概要 事業費 円

補助金申請及び負担金徴収事務

（財源内訳）

県支出金

他市負担金

一般財源

牧之原畑総土地改良区負担金

牧之原畑地総合整備に係る県営事業（島田・金谷地区）の償還及び土地改良区の運営、施設の維持管理の支援

を行い、安定的な農業用水の確保を図った。

（単位：円）

名 称 令和４年度 令和３年度

牧之原畑地総合整備土地改良区経常賦課金負担金

牧之原畑地総合整備土地改良区県営事業償還金負担金

農地・農業用水路等資源保全管理推進事業負担金

水利施設等高度化事業負担金

県営畑総事業施設の農水管移設工事にかかる減耗分負担金

合 計

土地改良区等助成事業

土地改良区等の運営、施設の維持管理の支援を行い、安定的な農業用水の確保を図った。

（単位：円）

団 体 名 令和４年度 令和３年度

金谷土地改良区

神座土地改良区

抜里土地改良区

安間頭首工管理組合

合 計

５ 空港隣接地域賑わい空間創生事業

農業振興事業（空港隣接地域賑わい空間創生事業）

空港隣接振興地域内の用水路において、円滑な農作業が行え、農村の振興及び農業経営の安定を図るため、改

修工事を実施した。

（単位：円）

事業名 事業の概要 事業費 備 考

本村カザシ

水路改修工

事

湯日地区

水路整備工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

排水路工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

県支出金 空港隣接地域賑わい空

間創生事業費補助金

県支出金 農業農村整備事業費補

助金

一般財源

工事請負費

㈱河村組
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
６ 県営農業施設整備事業負担金

県営土地改良事業負担金

県営の土地改良事業により、農業の生産性の向上を目指した生産基盤の整備及び生活環境や景観を重視した農

村の総合的な整備の推進を図った。

（単位：円）

事業名 負担金額 事業費 事業期間

畑地帯総合整備事業

（東光寺岸地区農道整備） 財源内訳

一般財源

平成 年度～令和７年度

防災ダム事業

（大代ダム整備） 財源内訳

一般財源

平成 年度～令和５年度

県単独担い手育成基盤整備

事業

（南原坂部地区農道整備）

財源内訳

一般財源

平成 年度～令和４年度

合 計 財源内訳

一般財源

農地中間管理機構関連農地整備事業負担金

農地中間管理機構を通した、農地の集積・集約化による農業振興及び農業生産性の向上を目的とする基盤整備

の推進を図った。

（単位：円）

事業名 負担金額 事業費

経営体樹園地再編整備事

業（切山地区） 財源内訳

一般財源

経営体育成樹園地再編整

備事業 担い手育成型

（諏訪原地区）

財源内訳

地元負担金

一般財源

経営体育成基盤整備事業

（落合地区） 財源内訳

一般財源

県単独農業農村整備調査

費（船木・南原地区） 財源内訳

一般財源

県単独農業農村整備調査

費（猪土居地区） 財源内訳

一般財源

合 計
財源内訳

地元負担金

一般財源

７ 農業農村整備事業（繰越明許）

農業用用排水施設の整備を実施し、円滑な農作業が行えるようになることで、農村の振興及び農業経営の安定

を図った。 
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 農業用用排水施設整備事業(県単独補助事業) （単位：円） 

事業名 事業の概要 事業費 備 考

（繰越明許）

旧初下横井西水路

（阪本地内）

排水路工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

県支出金

一般財源

工事請負費

㈱三成

 農村地域防災減災事業(国庫補助事業) （単位：円） 
事業名 事業の概要 事業費 備 考

（繰越明許）

尾川池耐震化事業

協議資料作成業務

委託

（尾川地内）

ため池 Ｎ＝１池

（財源内訳）

県支出金（国費）（農村地域防

災減災事業費補助金）

委託料

㈱フジヤマ

６目 地籍調査費 決算額 ２１，７３６，０５８円

１ 地籍調査事業

一筆ごとの土地所有者、地番、地目、境界、面積を調査測量した。登記簿等の更新により、今後の境界紛争を未

然に防止し、公共事業に係る費用等の軽減に寄与するとともに、正確な面積による適正な課税を図る。

（単位：㎢）

島田地区 金谷地区 川根地区 全体

面 積（旧市町面積）

地籍調査対象面積

登記済面積

地籍調査中の面積

実施面積

進捗率 調査中面積を含む ％ ％ ％ ％

※地籍調査対象面積は、面積から国有林野、公有水面等の面積を除いた面積

※登記済面積及び実施面積は、令和４年度までの累計数値

【補助事業内訳】 （単位：円）

地籍調査事業費 事業費内訳

地籍調査事業費

財源内訳）

国県負担金

一般財源

測量委託料

島田地区 ㈱フジヤマ

川根地区 ㈱松井測量設計事務所

事務費等

※数値は、補助金実績報告の数値

【債務負担行為】

地籍調査支援システム賃借料

賃借期間：令和３年４月１日～令和８年３月 日

契 約 日：令和３年２月１日

契約会社：ＪＡ三井リース㈱

契約金額： 円（ 円／年×５年）

Ｒ４支払額： 円

【事業実施内容】

島田地区：地区面積 ㎢（うち ㎢登記） 通算換算面積 ㎢

川根地区：地区面積 ㎢（うち ㎢登記） 通算換算面積 ㎢

合 計：地区面積 ㎢（うち ㎢登記） 通算換算面積 ㎢
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
島田地区 （単位：㎢）

地 区 事業内容 地区面積 当年換算面積 通算換算面積

地区（阿知ケ谷の一部） 登記

地区（御仮屋町・元島田・阿知ケ谷の各一部） 登記

地区（御仮屋町･道悦一丁目の各一部） 閲覧

地区（御仮屋町・本通七丁目の各一部）
一筆調査、一筆

測量、地積測定

地区（御仮屋町・本通七丁目・祇園町の各一部） 調査素図作成

合 計

川根地区 （単位：㎢）

地 区 事業内容 地区面積 当年換算面積 通算換算面積

地区（川根町家山の一部） 登記

地区（川根町家山の一部） 認証請求、登記

地区（川根町身成の一部）
多角測量

一筆測量

地区（川根町身成の一部）
多角測量

一筆調査

地区（川根町身成の一部）
調査図素図作成

多角測量

地区（川根町身成の一部） 多角測量

合 計

※当年換算面積は、令和４年度の事業量（面積）を表す。

２項 林業費 決算額 ２３３，９４１，５９０円

２目 林業振興費 決算額 ８９，４９７，１１８円

１ 委員報酬

鳥獣被害対策実施隊員

事業名 事業内容 事業の成果 事業費（円）

鳥獣被害対策実施隊

事業

農作物被害に対する新たな取組として、

令和元年度に島田市鳥獣被害対策実施隊

を設置。隊員による被害調査や被害地域

への防除対策等の指導助言を実施。

活動実績件数 件

被害調査

緊急対応

被害防除

勉強会等

農作物被害に関する

相談のほか、サル等

の野生動物の出没に

対応した。

隊員報酬

２ 林業振興事業

 森林施業補助事業

ア 森林整備に係る補助事業（しずおか林業再生プロジェクト推進事業、森林環境保全直接支援事業、合板・製材

生産性強化対策事業）により、間伐事業、作業道開設改良事業等の森林整備に関する事業を実施した者に対して

補助金を交付することで、森林整備の促進を図った。

区 分 申請件数 件 対象事業費 円 補助金額 円 事業の成果

しずプロ 間伐

直接支援 間伐

直接支援 作業道 ｍ

合板・製材 間伐
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

合板・製材 作業道 ｍ

合 計
間伐

作業道 ｍ

イ 間伐材搬出奨励事業により、間伐材の搬出を実施した者に対して補助金（ 円／㎥）を交付し、森林環境

の保全を図った。

実施主体 交付金額 円 搬出材積 ㎥

㈱兵庫親林開発

森林組合おおいがわ

五葉林業

㈲ヤナザイ

合 計

ウ 森林・山村多面的機能発揮対策事業により、地域住民による伐採及び作業道開設等に対して補助金を交付する

ことで、森林整備の促進を図った。

実施主体 実施箇所 対象事業費 円 補助金額 円 事業の成果

ＮＰＯ法人伊久美・

楽山舎 山の会
伊久美

伐採面積

作業道開設 ｍ

ＮＰＯ法人里山再生

クラブ
伊太 伐採面積

合 計
伐採面積

作業道開設 ｍ

森林保全整備事業

「森づくりＳ川根・ＮＰＯ」が実施する搬出間伐事業や地域活性化事業に対し、林業地域振興基金を活用して

補助金を交付し、森林の整備、環境保全及び林業地域の活性化を図った。

交付額： 円

（ 鳥獣被害対策事業

イノシシを中心とした野生鳥獣による農作物被害に対し、猟友会への委託による捕獲や、有害鳥獣等捕獲等報

償金の交付、防護柵等の設置に対する補助金の交付などの事業を実施した。

事業名 事業内容 事業の成果 事業費（円）

有害鳥獣捕獲

委託

野生鳥獣による農作物等への

被害に対し、猟友会へ有害鳥

獣の捕獲を依頼

農業協同組合等からの農作

物被害に対する捕獲依頼に

応じて、各猟友会が有害鳥

獣の捕獲を実施した。

委託料

（内訳）

志太猟友会島田支所

金谷猟友会

川根町猟友会

有害鳥獣等捕

獲等報償金交

付

有害鳥獣等の捕獲等を行った

猟友会や有志団体等に対し、

報償金を交付 カモシカ個体調

整・猟期捕獲含む

捕獲実績 頭・羽

イノシシ

ニホンジカ

サル

タヌキ

アナグマ

ハクビシン

カラス

カモシカ

報償金
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

有害鳥獣防護

柵等設置事業

費補助金交付

農家又は団体が自ら講じる獣害

対策についての助成（防護柵・

わな）

補助実績件数 件

防護柵

わな

補助金

有害鳥獣防除

資材貸出

獣害に対して捕獲等を行う場

合、おり等の資材を貸与

貸出実績件数 件

捕獲おり

鳥獣被害防止

対策事業費補

助金交付

鳥獣被害防止総合対策交付金

を活用し、猟友会等の捕獲団

体に対し、鳥獣捕獲に係る捕

獲活動経費に補助金を交付

鳥獣被害対策実施隊の活動に

必要な機材等を購入

緊急捕獲活動支援事業にて

対象鳥獣捕獲実績 頭に対

して捕獲活動経費を交付し

た。

補助金

（財源内訳）

県支出金（国費）

一般財源

狩猟免許取得

補助金

新規に狩猟免許試験を受け、

取得した者に対し、申請手数

料を補助

補助実績件数 件 補助金

カモシカ個体

調整

カモシカによる植林 ヒノキ、

スギ等 した樹木への被害に対

し、被害実態調査を行い、カ

モシカ管理計画を策定

計画に沿って文化庁へ捕獲許

可を申請し、捕獲を実施

被害実態調査 か所

川根地区

島田地区

委託料

森林組合おおいがわ

竹林対策推進事業

竹破砕機を竹林所有者、町内会、ボランティアグループ等に無料で貸し出し、荒廃竹林の整備を図った。

貸出日数 日 時間数 時間 処理面積 ㎡ 処理本数 本

地域木材利用促進事業

大井川流域産材を使用した住宅を新築した個人に対して地域木材利用促進事業費補助金を交付し、大井川流域

産材の利用拡大を図った。

令和４年度交付件数等

区 分 令和３年度からの債務負担行為分 令和４年度分 交付合計

交 付

件数 件

金額 円

大井川流域産材使用実績 ㎥

林業機械等整備補助事業

高性能林業機械導入事業を実施した者に対して補助金を交付し、林業経営体の生産性向上を図った。

区 分 導入機械 事業費 円
負担区分 円

備 考
国県支出金 事業者負担

林業・木材産業

構造対策事業

ウィンチ付きグラッ

プル １台

実施主体

㈲ヤナザイ

- 221 -



 

 

主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
３ 地域森林等保護事業

 さくら並木保護保存支援事業

市内６か所の桜並木の保存について支援を行い、そのうち４か所については地元自治会等延べ 人によ

り、薬剤散布や枝の剪定等の名所保存が行われた。

夏期には業者（㈱特種東海フォレスト）に委託して、毛虫などの害虫駆除を３回実施し、桜並木の保護と毛虫

などによる周辺住民への被害の軽減を図った。

また、川根地区の桜並木についても業者（森林組合おおいがわ）に委託して、冬期にテングス病除去と枝切作

業を行った。

（単位：円）

実施箇所 参加団体等 参加団体等報償金額 業者委託金額

大津谷川堤防 道悦島自治会、東町自治会、業者委託

河原町桜並木 河原町自治会、業者委託

童子沢親水公園 業者委託

大津地区内桜並木 大津自治会

千葉地区内桜並木 千葉町内会

川根町桜並木 桜保護士、業者委託

合 計

４ 森林環境整備促進事業

森林環境整備促進事業

ア 林道支障木伐採等委託事業

林業経営体が間伐等の森林施業を行ううえで使用する林道等において、事業の支障となる支障木等の伐採、

剪定、枝払い等を行うことで、森林施業の推進を図った。

（単位：円）

事業名 実施場所 備 考

林道支障木伐採業務委託 林道鍋島犬間線
委託料

㈱兵庫親林開発

 
イ ぬくもりのある森林づくり事業 

適正な森林管理を行い、水源の涵養、土砂流出等の災害の防備等、森林の持つ公益的機能の維持、促進を

図るため、市・林業経営体・森林所有者で三者協定を締結し、間伐事業、簡易作業路開設改良事業を実施し

た者に対して補助金の交付を行い、森林整備を推進した。

実施主体 実施箇所 対象事業費 円 交付金額 円 事業の成果

森林組合おおいがわ

川根町笹間上
間伐

簡易作業路開設 歩道 ｍ

川根町笹間上
間伐

簡易作業路開設 歩道 ｍ

川根町家山
間伐

簡易作業路開設 歩道 ｍ

川根町家山
間伐

簡易作業路開設 歩道 ｍ

静岡県森林組合連合会

大代
間伐

簡易作業路開設 歩道 ｍ

大代
間伐

簡易作業路開設 歩道 ｍ

合 計
間伐

簡易作業路開設 歩道 ｍ
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
３目 林道費 決算額 ８５，５００，２２５円

１ 地域林道整備事業

林道開設事業

林道開設事業を実施し、山村地域の振興及び林業経営基盤の安定化を図った。

工事費の一部について繰越事業とした。

（単位：円）

事業名 事業の概要 事業費 備 考

施業道白山線

開設工事

林道開設工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

Ｗ＝ ｍ

ブロック積工 Ａ＝ ㎡

コンクリート路面工

Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

県支出金

一般財源

工事請負費（前払金）

㈱杉本組

林道改良事業

林道開設事業を実施した後、荒廃した法面や路肩の保護、落石防止等の改良事業を行うことにより、通行の安

全性を向上し、山村地域の振興及び林業経営基盤の安定化を図った。

（単位：円）

事業名 事業の概要 事業費 備 考

林道大平三並線改

良工事

林道改良工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

Ｗ＝ ｍ

法面保護工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

県支出金

市債（過疎債）

一般財源

工事請負費

萩下建設㈱

林道大平三並線測

量設計業務委託

委託業務

測量業務 Ｌ＝

設計業務 Ｌ＝

（財源内訳）

一般財源

委託料

㈱松井測量設計事務所

合 計

（財源内訳）

県支出金

市債（過疎債）

一般財源

工事請負費

委託料

林道舗装事業

林道改良事業を実施した後、舗装事業を行うことにより、通行の安全性を向上し、山村地域の振興及び林業経

営基盤の安定化を図った。

（単位：円）

事業名 事業の概要 事業費 備 考

林道鍋島犬間線舗

装工事

林道舗装工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

Ｗ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

境界ブロック工

Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

県支出金

市債 辺地債

一般財源

工事請負費

㈱エコワーク
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

林道八高山線舗装

工事

林道舗装工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

Ｗ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

境界ブロック工

Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

県支出金

市債 過疎債

一般財源

工事請負費

㈱原小組

林道鍋島犬間線測

量設計業務委託

委託業務

測量業務 Ｌ＝ ㎞

設計業務 Ｌ＝

土質調査 Ｎ＝ ２か所

（財源内訳）

一般財源

委託料

㈱松井測量設計事務所

合 計

（財源内訳）

県支出金

市債 過疎債

市債 辺地債

一般財源

工事請負費

委託料

林道維持修繕事業

重機等による未舗装林道の路面整正、崩土除去等や小規模な修繕工事を行い、林道が安全で円滑に利用できる

よう維持管理に努めた。

事業名 事業の概要 事業費 円

林道施設補修事業 燃料費 １件

修繕料 ５件

役務費 件

重機等賃借料 ２件

工事費 ３件

原材料支給 件

合 計 件

２ 県営林道事業負担金

県営林道整備事業負担金

山村地域の振興及び林業経営基盤の整備を推進するため、県が実施する林道事業費の ％を負担し、事業の

進捗に努めた。

（単位：円）

事業名 事業の概要 事業費 備 考

森林基幹道大尾

大日山線開設事

業

林道開設工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

Ｗ＝ ｍ

道路工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

市債 過疎債

一般財源

県事業費

平成９年度～令和６年度

（予定）
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
３ 地域林道整備事業（繰越明許）

林道開設事業

林道開設事業を実施し、山村地域の振興及び林業経営基盤の安定化を図った。

（単位：円）

事業名 事業の概要 事業費 備 考

施業道福用線開

設工事

林道開設工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

Ｗ＝ ｍ

補強土壁工 Ａ＝ ㎡

ブロック積工 Ａ＝ ㎡

コンクリート路面工

Ａ＝ ㎡

財源内訳

県支出金

一般財源

工事請負費

池村建設㈱

４目 治山費 決算額 ７，７６１，２８４円

１ 治山事業

治山事業により、風水害で荒廃した森林や渓流を復旧して地域の安全を確保し、山林等の保全に努めた。

工事費の一部について繰越事業とした。

（単位：円）

事業名 事業の概要 事業の成果 事業費 備 考

川根町笹間下（

西沢）治山復旧

工事

治山工事

谷止工

Ｎ＝１基

度々発生してい

た土砂流出が治

まり、保全対象

となる人家４戸

及び市道 ｍ区

間の安全が確保

された。

（財源内訳）

一般財源

工事請負費（前払金）

大井建設㈱

補償費

治山施設補修事

業

修繕料 ３件 修繕料

委託料 １件 委託料

原材料費 １件 原材料費

事務費 事務費

合 計

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

補償費

修繕料

委託料

原材料費

事務費

６目 木でつくる未来基金費 決算額 ２８，９７２，４１２円

１ 木でつくる未来基金積立金 
今後の建替え等が見込まれる公共施設の木造・木質化や、長期的な森林整備の促進を図るため、森林環境譲与税

の一部を基金へ積み立てた。

また、市役所新庁舎整備（木製受水槽）のため、基金を一部取崩した。

（単位：千円）

基 金 名
令和３年度末

現 在 高

決算年度中の増減額 令和４年度末

現 在 高新規積立 利子積立 繰入 取崩し） 差引

木でつくる未来基金
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
７款 商工費 決算額 ８１６，０５１，５９５円

１項 商工費 決算額 ８１６，０５１，５９５円

２目 商工振興費 決算額 ２５４，５５７，８０８円

１ 商工活性化支援事業

島田市地域産業振興事業費補助金

中小企業の振興を図るため、中小企業者等が行う事業活動の近代化及び合理化を目的とした事業に対し、補助

金を交付した。

交付状況

対象事業
令和４年度 令和３年度

件数 件 事業費 円 交付額 円 件数 件 事業費 円 交付額 円

機械設備整備事業

研究開発事業

労働環境改善施設整備事業

合 計

島田産業まつり補助金

令和２年度から新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点により開催を中止していたが、３年ぶりに開催

した。

開催概要

年度 令和４年度 令和３年度

開催日 令和４年 月 日～ 日 開催中止

会場 おび通り、本通三丁目、本通四丁目 －

出店数 産業祭部門： 団体、農業祭部門： 団体 －

来場者数 人 －

補助金交付額 円 －

補助金交付先 島田産業まつり実行委員会 －

商業活性化支援事業補助金

にぎわいのある商店街づくりのため、商業者団体等が展開する事業に対し、補助金を交付した。

交付状況

事業名 事業の概要 交付金額 円 事業主体 交付先

第 回愛するあなたへの悪口
コンテスト

・愛するあなたへの悪口作品の募集、審
査、表彰及び作品集の作成
全国から 点の応募

愛するあなたへの悪
口コンテスト実行委
員会

島田市商店街連合会広報事業 ・ＦＭ島田を活用した商店街の情報発信 島田市商店街連合会

しまだ元気市

・おび通りにおいて毎月１回定期市を開
催し、おび通り及び商店街のにぎわい
を創出する事業 （年間延べ 人の
来場）

・雨天のため４月、９月、２月及び３月
並びに島田大祭のため 月は中止し、
計７回開催

しまだ元気市実行委
員会

おびサマ縁日

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響
により島田夏まつりが中止となったた
め、夏のお楽しみ企画としておび通り
にて開催（来場者 人程度）

・出店者 店舗、出演者６団体

おびサマ縁日実行委
員会
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

プレミアム付商品券事業

・地元消費者のサービスと購買力向上の
ため、 及び川根温泉を
商品券の使用場所とし、観光回遊の
きっかけづくりを行った。

㈱

商店街街路灯タペストリー掛
け替え事業

・商店街に設置してあるタペストリーが
劣化しており、まちの景観を整えるた
め掛け替えを行った。

・令和４年度は島田大祭開催年となるた
め来街者も多く、歓迎のメッセージと
ともに好印象を与えることができた。

島田市商店街連合会

飲食店・ホテルマップ作成事
業

・島田市内の飲食店・ホテルを紹介する
マップを作成し、市内に訪れる観光客
の利便性の向上及び飲食店等の活性化
につなげた。

島田商工会議所

合 計

島田の逸品事業

市内で生産・販売されている産品を広く募集し、審査を経て「島田の逸品」として認定、認知度向上を図ると

ともに販路開拓等の支援を行った。

令和４年度は、令和２年度に認定した島田の逸品のＰＲ活動を実施した。

事業の内容 事業の成果 事業費 円

・ポスター、パンフ

レット、チラシ、認

定シールの作成及び

配布

・販売会の実施

・新規販路開拓

・パンフレット増刷及び配布

・島田大祭、ＪＲ東京駅での緑茶縁日等のイベン

トで販売会を実施

・新規出店：ららぽーと磐田（令和４年８月 日

～ 日）、静岡パルシェ（令和４年 月１日～

２日）にて販売会を実施

・アピタ島田店で販売会を３日間実施（島田の逸

品販売会のみで使用可能な割引クーポンを配

布）令和５年３月 日～ 日

（内訳）

需用費

役務費

使用料

補助金

ア 認定品

製品名 事業者名

島田茶 ㈱髙森商店

普通蒸し茶「山のお茶」 石川製茶㈱

早摘み煎茶「帯桜」 石川製茶㈱

深蒸し煎茶つゆひかり ㈱髙森商店

霧暁の一茶～奏紅～（春摘み・夏摘み） カネトウ三浦園

お茶ペン（静岡一番茶） ㈱浅原

黒大奴 ㈱清水屋

小饅頭 ㈱清水屋

島田銘菓 大井川もなか ㈱みのや

お茶羊羹 ㈱三浦製菓

味噌饅頭 ㈲龍月堂

緑茶のダックワーズ ㈲龍月堂

おとなの生チョコシリーズ５種 和茶倶楽部㈱

・ Cake&Caféポプリ

シリポッケ養蜂場の天然はちみつ シリポッケ養蜂場

手造り醤油 二合徳利入り・ スプレーボトル入り マルイエ醤油川根本家
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

ごはんがおいしい！極上の梅（志戸呂焼壺入り梅干し） 梅工房おおいし

伊太リアンな梅 梅工房おおいし

ふり茶け ㈱朝日園

七王～しちおう～ ㈲キムラ加工

川根温泉 幻の塩ラーメン ㈱川根町温泉

島田帯うどん ㈱大井川フーズ

若竹 特別純米 鬼乙女 ㈱大村屋酒造場

茶香炉とちゃろま®セット ㈲お茶のあおしま

義助 井上玩具煙火㈱

ナチュラルシャンプー ティーライフ㈱

銀の山 アロマスプレー ３種 銀の山

ベビーハンドカー アニマルランド２ ㈱前川木工所

木こりの積木ランド ㈲落合製材所（ ’ ）

木こりのたまご ㈲落合製材所（ ’ ）

イ ＰＲ内容

・ポスター、リーフレットの配布

・ホームページへの掲載

・市内外イベント及び商談会への出店

サテライトオフィス等進出事業費補助金

サテライトオフィスの設置、シェアオフィス等の開設又は本社等の移転を行う企業等に対して補助金を交付し

た。

対象事業：市内の建物を整備し、サテライトオフィス、シェアオフィス等又は本社等として運用する事業

補助率： （中心市街地区域に立地する場合は ）

補助上限額： 円

交付状況

対象事業 場 所 交付額 円

シェアオフィス設置 大津通

合 計

２ まちなか交流創出事業

地域交流センター管理運営経費

指定管理者：㈱まちづくり島田

指定期間：平成 年４月１日～令和５年３月 日

指定管理料： 円（令和４年度分）

ア 利用状況

年 度 利用件数 件 利用人数 人 利用率 ％ ※１ 利用料 円 ※２

４

３

※１）利用率＝会議室貸出実績回数／会議室貸出可能回数×

※２）令和３年度の実績に含むべき一般貸出収入を計上したため、数値が変更となっている。
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
イ 地域交流センター電力価格等高騰対策指定管理者支援金【令和４年度新規事業】

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費（円）

電力価格等の高騰の影響を
受けている指定管理者に対
して、財政支援を行う。

地域交流センター歩
歩路の指定管理者へ
支援金を交付する。

地域交流センターの安定
的な運営に寄与した。
交付金額： 円

（財源内訳）
国庫支出金（コロナ臨時交付
金）
一般財源

しまだ音楽広場管理運営経費

市民の文化活動の推進及びにぎわいのある中心市街地の形成の促進を図るため、音楽広場のスタジオ部分につ

いて指定管理者制度により管理運営を行った。

指定管理者：㈱まちづくり島田

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月 日

指定管理料： 円（令和４年度分）

ア 利用実績

年 度 利用コマ数 件 ※１ 利用人数 人 ※２ 稼働率 ％ ※３ 利用料 円

４

３

※１）コマ数＝１時間を１コマとした枠数で、１日 コマで運営 ※２）１コマ毎における利用人数の合計

※３）利用コマ数÷総コマ数

イ しまだ音楽広場電力価格等高騰対策指定管理者支援金【令和４年度新規事業】

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費（円）

電力価格等の高騰の影響を
受けている指定管理者に対
して、財政支援を行う。

しまだ音楽広場の指
定管理者へ支援金を
交付する。

しまだ音楽広場の安定的
な運営に寄与した。
交付金額： 円

（財源内訳）
国庫支出金（コロナ臨時交付
金）
一般財源

まちなか活性化事業

おび通りの活性化のため、イベントのコーディネートや情報発信及びイベントの実施を委託した。

事業名 事業内容 事業費 円

おび通り活性化事

業業務委託

・おび通りで開催されるイベントの事業企画

・イベントを開催する者の取りまとめ及び現場管理

※開催：延べ 回

まちなか商店リニューアル事業

中心市街地にある店舗を改装するものに対し、補助金を交付した。

補助対象者：①対象区域内の店舗で 年以上継続して営業する店舗で週４日以上かつ３時間以上営業するもの

②①のものに当該店舗を貸与しているもの

補助率：①、②ともに

補助上限額：①、②ともに 円

交付状況

業種 場 所 交付額 円

飲食業 大津通

飲食業 新町通

飲食業 本通四丁目

飲食業 幸町
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

生花店 本通六丁目

合 計

リノベーションまちづくり推進事業

増加傾向にある空き家、空き店舗等の既存ストックの活用を図りながら、地域のポテンシャルを生かした

エリア再生を目的とするリノベーションまちづくりの取組を推進した。

事業の内容 事業の成果 事業費 円

不動産オーナーとまちづくりプ

レイヤーへの啓発、育成支援等を

実施した。

〇委託先：㈱らいおん建築事務所

〇実施期間：

令和４年５月 日から

令和５年３月 日まで

〇委託業務内容：

・前年度実践ＷＳ参加者・遊休不

動産所有者へのフォローアップ

・金融機関や民間プレイヤーを対

象にした講演会の開催

・実践ワークショップの開催

・遊休不動産の活用に係る交渉、

事業プレイヤーの発掘に係る助

言

以下、講演会等を開催し、人材育成の機会を提供

した。

〇講演会（２回開催）

【６月 日開催：参加者 人】

テーマ：「滅びない商店街のつくりかた」

講 師：梯 輝元 氏

テーマ：「エリアリノベーションと民間プロジェ

クトのファイナンス」

講 師：嶋田 洋平 氏

【９月２日開催：参加者 人】

テーマ：「まちに生きる～鳥取家守舎の活動から

学び、実践している働き方～」

講 師：高藤 宏夫 氏

〇実践ワークショップ

【３月 日～ 日開催：参加者 人】

講 師：宮崎 晃吉 氏 中根 利枝 氏

荒木 牧人 氏 嶋田 洋平 氏

（内訳）

委託料

遊休不動産リノベーション応援事業

中心市街地にある遊休不動産を活用して新たに小売業等を行うものに対し、補助金を交付した。

補助対象者：①対象区域内の遊休不動産に新規に出店するもの

②対象区域内の遊休不動産を改修し、①のものに当該物件を貸与するもの

補助率：①、②ともに

補助上限額：①、②ともに 円

交付状況

業種 場 所 交付額 円

エステサロン 南一丁目

カフェ 大津通

飲食業 栄町

飲食料品小売業 本通五丁目

学習支援 本通二丁目

合 計

島田駅北口周辺にぎわい創出事業

冬季における交流人口減少対策として、島田駅周辺へのイルミネーション等の設置を委託した。

事業名 事業内容 事業費 円

ＪＲ駅前等賑わい

創出事業

・冬季閑散期に島田駅周辺に賑わいを創出するため、島田駅北

口駅前広場及び駅前緑地にイルミネーション等を設置した。

・しずおか中部連携中枢都市圏ビジョン登載事業

点灯期間：令和４年 月 日～令和５年１月 日

（財源内訳）

連絡中枢都市圏事業

負担金
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
３ 中小企業支援事業

産業支援センター運営事業

中小企業や起業希望者の課題解決、スキルアップを支援するため、相談業務のほか、セミナーや交流会を実施

した。

ア 設置・経費

ｱ 場所：島田市本通二丁目１番の２

ｲ 開設：平成 年４月 日

ｳ 施設管理経費

区 分 金 額 円 備 考

建物賃借料 賃貸人：島田掛川信用金庫

駐車場賃借料（２台分） 賃貸人：島田掛川信用金庫

施設警備委託料 委託先：セコム㈱

合 計

イ 相談業務

ｱ 相談件数： 件（相談者数： 人）

ｲ 主な相談内容：販路拡大 件（ ％）、創業 件（ ％）、経営 件（ ％）、

補助金 件（ ％）

ｳ 市内／市外別利用者の内訳：市内 者（ ％） 市外 者（ ％）

ｴ 業種別内訳：卸売業・小売業 者（ ％）、生活関連サービス業・娯楽業 者（ ％）、

宿泊業・飲食サービス業 者（ ％）、製造業 者（ ％）、

学術研究・専門技術サービス業 者（８％）、農業・林業 者（７％）、

その他 者（ ％）

ｵ 起業実績： 人（市内 人 市外１人）

ｶ アンケート結果：非常に良かった ％ 良かった ％ 普通 ％ やや不満 ０％ 不満 ０％

ウ セミナー・交流会・マルシェの企画及び開催

ｱ 開催回数： 回（セミナー 回・交流会３回・マルシェ１回）

ｲ 参加者数： 人（セミナー 人・交流会 人・マルシェ 人）

ｳ 開催内容：創業支援セミナー、おびサポ専門家講座、よろず支援拠点連携セミナー、女性のための異業種交

流会、異業種交流会、創業マルシェ ほか

ｴ アンケート結果：とても良かった ％ まあ良かった ％ 普通 ％ 少し難しい ％

よく分からなかった ％ 未回答 ％

エ 専門家・セミナー講師への報償費

区 分 金 額 円 件 数 件 備 考

専門家講師
おびサポお茶相談、おびサポウェブ･ＳＮＳ相談、おびサポ外

部専門家派遣

セミナー講師
創業支援セミナー、女性のための異業種交流会、おびサポセミ

ナー

島田市創業補助金

当市のまち・ひと・しごと創生に向けて、新たな事業の創出を促すことにより地域経済を活性化させることを目

的として、市内で創業する者に対し、補助金を交付した。

対象事業：市内に事業所を設け、新たに起こす事業

補助率：補助対象経費の 以内

補助上限額： 円（中心市街地区域で新たに創業する場合は上限額 円）
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
交付状況

事業内容 場 所 交付額 円

写真館・多目的スペース 川根町家山

衣服リフォーム（出張お直し） 宝来町

コーヒーの移動販売 中溝町

造園・外構工事 志戸呂

弁当販売 本通五丁目

コルギサロン（韓国式美容法） 島

スポーツ用品販売（ネット通販） 東町

パン屋 中溝

喫茶店 元島田

電気工作物保安管理業務 大柳

ネイルサロン 祇園町

飲食店 元島田

合 計

ビジネススクール運営事業

市内中小企業の振興を図るとともに、市の産業を牽引する人材を育成するため、島田ビジネススクール「嶋田

塾」を開講した。

ア 島田ビジネススクール運営事業業務委託

ｱ 委託先：（一社）人を大切にする経営研究所

ｲ 委託料： 円（令和３年度 円）

ｳ 受講料収入： 円（ 円× 人）

年 度 期 別 塾 生 講座期間 講 義 視 察 成果発表会

４ 第５期 人 令和４年７月～令和５年３月 ８回 ２回 １回

３ 第４期 ９人 令和３年７月～令和４年３月 ８回 ２回 １回

中小企業・小規模企業振興推進会議運営事業

令和４年度は、コロナ禍における施策展開や企業の課題を共有した上で何が必要かを議論した。長期的なテー

マ（令和４年度から令和５年度までの２年度にわたり議論）を「人材確保・人材育成」とし、単年度のテーマを

「販路拡大」とした。人材確保・人材育成については、次年度施策検討につなげるための情報共有を中心とし、

販路拡大ついては、新たな補助金制度の立案という方向性を持って議論を進めた。

活動実績

開催日 活動内容

８月 日

令和４年度に取り組むテーマの方向性を位置付けるため、会議の設置条例に基づいた各組織の役

割を再確認し、コロナ禍における施策展開や企業を取り巻く課題を共有した上で何が必要かを議

論した。

月４日 長期的なテーマを「人材確保・人材育成」、単年度のテーマを「販路拡大」とした。

月 日

人材確保・人材育成については、事業の目指す姿とスケジュールを決定し、施策検討の参考とす

るため、会議委員所属団体において実施する就労支援や課題について共有した。また、販路拡大

については、新たな補助金制度の素案に基づき実施内容を議論した。 

２月 日

人材確保については、企業が抱える課題やそれらに対する解決策を、人材育成については、他自

治体や団体の実施事業を共有し、施策検討につなげる議論をした。販路拡大については、前回か

らの改善点を主として、次年度からの開始に向けて事業内容を精査した。
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
ビジネスニーズ参入支援事業補助金
経済社会情勢等の変化の中で顕在化したニーズに対応し、新たな事業展開等を行う事業者に対して補助金を交

付した。

対象事業：新たな事業展開等を行う事業であって、売上げの拡大又は生産性の向上が見込まれる事業

補助率： （重点分野事業に該当する場合は ）

補助上限額： 円
交付状況

事業内容 場 所 交付額 円

移動販売の開始 中央町

ネット販売の開始 扇町

個人向けリフォームへの参入 三ツ合町

広告業の開始 竹下

教育エンターテインメントコンテンツの作成 中溝四丁目

測量業務のデジタルシフト 神座

トレーラーハウス製作・販売の開始 金谷東二丁目

オンライン相談システムの導入 中溝町

個人向けリフォームへの参入 金谷南町

レンタルスペース事業の開始 本通二丁目

特殊清掃業の開始 牛尾

スケートボード施設の開設 栄町

合 計

小口資金利子補給金

ア 利子補給事業：小口資金を貸し付けた金融機関に対し、利子補給を行った。

補給状況

年 度 利子補給額 円 対前年比 ％

４

３

（参考）新規貸付状況

年 度 貸付件数 件 対前年比 ％ 貸付金額 円 対前年比 ％

４

３

※融資限度額： 千円 融資利率：年 ％ 融資期間：５年以内

イ 信用保証料補助金：小口資金融資を受けた中小企業者に対し、信用保証料の総額の ％を補助した。

交付状況

年 度 件 数 件 対前年比 ％ 交付金額 円 対前年比 ％

４

３

短期経営改善資金利子補給金

短期経営改善資金を貸し付けた金融機関に対し、利子補給を行った。

補給状況

年 度 利子補給額 円 対前年比 ％

４

３
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
（参考）貸付状況

年 度 貸付件数 件 対前年比 ％ 貸付金額 円 対前年比 ％

４

３

※融資限度額：１企業者 千円、１組合 千円 融資利率：年 ％ 融資期間：５か月以内

経済変動対策貸付金利子補給金

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円

新型コロナウ

イルス感染症

拡大により、

資金繰りが悪

化している中

小企業者の経

営維持・安定

を図る。

セーフティネット（ＳＮ）４号、５

号、危機関連保証による県制度融資

「経済変動対策貸付（新型コロナウ

イルス感染症対応枠）」を利用した

ものに対して利子補給を行う。

・利子補給率

４号 ％→０％

５号 ％→０％

危機 ％→０％

・利子補給額

※利子補給対象融資の申込受付は

令和２年度をもって終了。令和

３年度及び令和４年度は利子補

給のみ実施

令和２年度申請状況

・申請件数 件

うち、申請取消：１件

制度変更：７件

不承諾 ：３件

産業ポータルサイト運営事業【令和４年度新規事業】
企業等の情報発信、販路拡大、創意工夫や自主努力を促進し、「稼ぐ」につながるコンテンツの発信を目的

に、産業振興及び産業のＤＸを推進する基盤及び仕組みを構築するサイトを運用した。

ア サイト名称

しまだ産業応援ナビ

イ サイト内容

市内企業情報、特集記事、企業向け情報の発信、島田の逸品紹介、島田金谷企業懇話会紹介

ウ 保守業務委託

ｱ 業務内容 「しまだ産業応援ナビ」の保守

ｲ 委託先 ㈱スタジオエスアンドシー

ｳ 委託料 円

エ 特集記事作成業務委託

ｱ 業務内容 「しまだ産業応援ナビ」に掲載する特集記事の作成

ｲ 委託先 ひまあそび組合

ｳ 委託料 円

オ 事業実績

ｱ 延べ訪問数 件

ｲ サイトユーザー 人

ｳ ページビュー数 回
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
被災中小企業等再建支援事業【令和４年度新規事業】
令和４年台風第 号により被害を受けた中小企業者等の事業の再建及び継続を支援するため、被災事業拠点

の修繕や被災機械設備等の修理等を実施した事業者に対して補助金を交付した。なお、残額を令和５年度に繰
り越した。

補助率：中小企業者  
小規模企業者及び一次産品加工団体

補助上限額： 円
補助下限額： 円
申請件数：３件
交付金額： 円

４ 商工団体支援事業

市内における商工業の総合的な改善・発展を図るため、商工団体に対し補助金を交付した。

島田商工会議所補助金

ア 補助金額： 円（参考：令和３年度 円）

イ 主な事業実績：経営指導員による経営改善普及事業 年間相談件数： 件

各種融資制度の周知と利用促進 貸付決定件数： 件、総額： 円

講演会・講習会の開催 年間 回

税務指導の実施 確定申告指導総数： 人、消費税申告指導総数： 人

島田市商工会補助金

ア 補助金額 円（参考：令和３年度 円）

イ 主な事業実績：経営指導員による経営改善普及事業 年間相談件数： 件

金融の斡旋 貸付決定件数：９件、総額： 円

講習会の開催 集団指導：５回、個別指導： 回

記帳継続指導 記帳指導回数： 回

事務代行 労働保険： 人、小規模企業共済： 事業所、中小企業共済： 事業所

地域総合振興事業

・おしまちゃんリフォーム等補助金

・おしまちゃんブラックフライデー事業

・おしまちゃん新規チャレンジ補助金

・おしまちゃん会員支え合い券

・災害・物価高対策支援事業の周知及び申請サポート

・川根町支所街路灯維持管理

５ 新型コロナウイルス感染症対策事業

 新ブランド創出事業【令和４年度新規事業】

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費（円） 備考（円）

創業間もなく認知
が進まない商品を
販路に乗せ、更な
る２次商品化によ
る縦・横展開への
波及を目指し、地
域経済の活性化に
つなげる。

設立から５年以
内の事業者が実
施する既存商品
の改良や、商品
の広告宣伝をす
る事業を支援す
る。

創業後の期間が短い
事業者が、パッケー
ジの改良や商談会へ
の出展を行うことが
できた。
交付申請件数

４件
交付金額

円

（財源内訳）
国庫支出金（コロナ臨時
交付金）
一般財源

補助額
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
中小企業者事業継続力強化事業【令和４年度新規事業】受付期間：令和４年４月 日から令和５年１月 日まで

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費（円） 備考（円）

新型コロナウイル
ス感染症、その他
重大な感染症や自
然災害が発生した
際の中小企業者の
事業継続力の強化
を図る。

事業継続力強化
計画等を策定し
計画に沿った危
機管理対策を実
施する市内中小
企業者に対して
補助金を交付す
る。

交付申請件数
８件

交付金額
円

（財源内訳）
国庫支出金（コロナ臨時
交付金）
一般財源

補助額

産業支援センター感染拡大防止対策事業【令和４年度新規事業】

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費（円）

産業支援センターにおけ
る個別相談及びセミナー
をウェブで実施すること
で、新型コロナウイルス
の三密対策の充実を図る
とともに、利用者の安全
と利便性の向上を図る。

産業支援センターお
びサポにウェブ会議
用モニターを導入す
る。

ウェブ会議用モニター
１台（産業支援セン
ターおびサポ）
相談満足度

％

（財源内訳）

国庫支出金（コロナ臨時交付金）

一般財源

無料通信アプリクーポン事業 実施期間：（第４弾）令和４年 月 日から 月 日まで

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費（円） 備考（円）

地域経済の活性化
と物価高騰に対す
る家計の支援を図
る。

市内において参
加事業者を募
り、市公式
アカウントにて
最大 ％値引額
（新規参加事業
者は ％値引
き）となるクー
ポンを発行す
る。

応募事業者数
者

友だち登録者数
人

使用回数
回

事業者アンケートの結果
・回答者の ％が売上増加
・回答者の ％がリピー
ターを獲得

（財源内訳）
国庫支出金（コロナ
臨時交付金）

一般財源

補助額

需用費

役務費

委託料

金券当選交付金

中小企業者等ＤＸ推進事業【令和４年度新規事業】

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費（円）

市内中小企業者等にデ
ジタルによる業務効率
化や生産性向上を目的
にセミナーを開催し、
啓発活動を図ることで
ＤＸの理念の浸透を促
す。

市内中小企業者等
のＤＸ推進を後押
しするため、ＤＸ
についての正しい
知識や基礎を学ぶ
ためのセミナーを
開催する。

ＤＸ支援に係るセミナー全６回
（入門編１回、業種別編２回、
導入編３回）
参加者： 人（会場 人、オン
ライン 人）
満足度：とても良かった ％、

まあ良かった ％

（財源内訳）

国庫支出金（コロナ臨時交

付金）

一般財源

貨物自動車運送事業者応援給付金【令和４年度新規事業】受付期間：令和４年 月３日から 月 日まで

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費（円）

新型コロナウイルス感染症の
影響等による原油価格の高騰
により、経営の安定に支障を
きたしている貨物自動車運送
事業者を支援する。

貨物自動車運送事業者
が市内営業所に配置す
る事業の用に供する車
両１台につき１万円の
給付金を交付する。

交付申請件数
件

交付金額
円

（財源内訳）
国庫支出金（コロナ臨時交
付金）
一般財源
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
中小企業者等燃料価格高騰緊急対策給付金【令和４年度新規事業】

受付期間：令和４年 月３日から令和５年１月 日まで 
事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費（円）

新型コロナウイルス感染症の
影響等による燃料価格高騰等
の影響を受け、売上高又は営
業利益が減少し、燃料費及び
光熱水費が増加した中小企業
者等の経営負担の軽減と事業
活動の継続を図る。

売上高又は営業利益に
係る減少率の要件、燃
料費及び光熱水費に係
る増加金額の要件をい
ずれも満たした中小企
業者等に給付金を交付
する。

交付申請件数
件

交付金額
円

役務費
円

（財源内訳）
国庫支出金（コロナ臨時交
付金）
一般財源

３目 企業誘致費 決算額 ５６１，４５２円

１ 企業誘致事業

企業誘致経費

市内企業や市内に事業所を置く企業の本社訪問を行い、企業定着を図るとともに、市内に立地を希望する企業

や仲介企業などに、遊休地や新東名島田金谷ＩＣ周辺地区開発の動向、補助制度の情報提供を行い、企業立地の

促進を図った。

なお、新東名島田金谷ＩＣ周辺地区の堤間地区工業用地は、３区画全ての分譲地の企業進出が決定しており、

１社が令和３年度に操業し、２社が令和４年度に工場建設に着手し令和５年度中の操業開始を予定している。

ア 企業訪問等（来庁含む）の実施状況

区分
個別企業 情報機関等

合計
市内 県内 県外 不動産 金融 建設業 官公庁

訪問等回数（回）

折衝企業件数（件）

企業立地促進事業費補助金

新型コロナウイルス感染症等の影響を受けて、当初申請を予定していた企業の操業の遅延等により補助金の交

付はなかった。

ア 事業目的：市内における産業の活性化及び就業の機会の確保

イ 対象事業：市内への工場立地（用地取得費及び雇用増に対する補助）

ウ 補 助 率：用地取得費の ～ ％、雇用増１人当たり 円～ 円

エ 特定財源：静岡県地域産業立地事業費補助金（県補助率 ）

オ 交付状況

年度 対象件数（件） 交付金額（円） 立地面積（㎡） 雇用増（人） 交付先

４

３ サンコー精産㈱

４目 観光費 決算額 ２３３，５２２，８７８円

１ 観光振興事業

観光振興経費

ア 観光パンフレット作成事業

観光パンフレット「島田歩紀」を増刷し、市内主要施設への常時配架やイベント・キャンペーン等で配布す

るなどの情報発信を行った。

パンフレット詳細

島田歩紀（日本語・Ａ４版） 部 印刷製本費 円

島田歩紀（日本語・ダイジェスト版） 部 印刷製本費 円
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
イ 大井川流域観光事業ＳＬフェスタ運営事業

川根本町との共催により、地域資源である大井川鐵道を活かした交流事業としてＳＬフェスタを開催するこ

とで、地域内外からの観光交流客を誘引し、地域の魅力再発見と情報の発信を図ることを目的とする事業。

※令和４年度は、台風災害の影響で例年どおりの開催が困難になり、実行委員会内で協議の上中止した。

ウ 大井川流域観光事業トーマス事業

大井川鐵道㈱が運行する「きかんしゃトーマス号」等の訪問客に対して沿線である大井川流域の魅力を発信

するとともに、大井川鐵道を支援し、訪問客の満足度向上を図った。

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円  
新金谷駅

会場の設

営及び運

営事業

「きかん

しゃトーマ

ス号」等の

運行期間

中、これを

活用した地

域内外から

の交流客誘

引に関する

事業を行

う。

・きかんしゃトーマス号の運行期間中（令
和４年４月 日～９月 日（うち 日
間）、令和４年 月 日～令和５年１月
９日（うち 日間）、大井川河川敷への
臨時駐車場設置、誘導看板設置及び臨時
駐車場内における車両誘導業務委託

道路の混雑を解消し、回

遊性を高めることができ

た。併せて沿線の主要ス

ポットにのぼり旗を設置

し、訪問客への施設案内

を行うことで、訪問客の

周遊性を高めることがで

きた。
メモ帳を配布し、大井川
鐵道や沿線市町の認知度
向上を図った。
富士山静岡空港にてゆる
キャン△・アウトドアテ
ーマの公開ラジオの放送
内で、大井川流域の時間
枠を設け出演し、認知度
向上に寄与した。

うち島田市負
担金

財源内訳
連携中枢都市
圏事業負担金

 
誘客宣伝

事業

・大井川鐵道沿線店舗や観光施設へトーマ
スのぼり旗を設置（ 枚）

・イベントや観光キャンペーンにてトーマ
スメモ帳を配布（ 部）

・公開ラジオイベント「『ゆるキャン△』
の世界 ３ 富士山静岡空港」出
演

大井川鐵

道沿線活

性化事業

沿線でのイ

ベント事業

の企画･運

営を行う。

・秋のおおいがわキャンプフェスタ企画
・産学官連携ＪＡＦドライブスタンプラ
リー

・大井川横断こいのぼり設置事業活動支援
・合格駅観光客等受入環境整備事業支援

大井川鐵道沿線のスポッ

トとして多くの訪問客が

訪れ、周遊性を高めるこ

とができた。

エ 大井川流域観光事業プロモーション事業

川根本町と連携し、大井川流域の観光資源やイベント等の情報発信、各種ＰＲ活動を行い、大井川流域の認

知度向上と地域内外からの観光交流客の誘引を図った。

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円

商品造成

事業

大井川流域

の観光資源

やイベント

等の情報発

信、各種Ｐ

Ｒ活動を行

い、大井川

流域の認知

度向上と地

域内外から

の観光交流

客の誘引を

図る。

・キャンプフェスタ開催
（各種物販飲食ブース設置、キャンプ芸人公開
料理イベント、Ｋ－ｍｉｘ公開生放送他）

・ 開催（くのわきキャンプ場にて限定
イベント、大井川流域アウトドアアクティビ
ティ周遊他）

・ＪＲ東海ずらし旅実施

各種イベントにおい
て、多くの来場者等
に大井川流域の魅力
を体感いただき、大
井川流域への再来や
新たな観光目的地と
しての想起を促進で
きた。
また、大井川時間の
各所への配付やＰＲ
広告の掲出、ＳＮＳ
配信により、大井川
流域の認知度向上に
寄与した。

うち島田市負
担金

（財源内訳）
連携中枢都市
圏事業負担金

販売促進

事業

・フリーペーパー「大井川時間」情報更新、増
刷（ 部）

・ゆるキャン△マップ情報更新、増刷
・ゆるキャン△グッズ作成 
・Ｋ－ｍｉｘ「 」スポンサー 
・ＳＮＳ広告配信 
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
オ 大井川流域観光事業エコ・アウトドアツーリズム事業

メディア媒体を利用したプロモーションをすることで、大井川流域のエリア認知度拡大を図った。

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円

プ ロ モ ー

ション事業

大井川流域にお

けるエコツーリ

ズムやアウトド

アツーリズムに

よる地域活性化

や交流人口の増

加を図る。

近年需要が急増しているキャンピン
グカーにおける全国で最も大きなイ
ベントである「

」へ出展し、域内事業者の
アウトドア物販や観光ＰＲ及び様々
なニーズのヒアリング調査を実施し
た。

来場者の属性や動

機、キャンピング

カー利用者のニーズ

等のデータが収集で

きた。

カ 静岡県中部・志太榛原地域連携ＤＭＯ事業

静岡県中部・志太榛原地域の５市２町が連携して取り組むＤＭＯ事業について、実施主体である（公財）す

るが企画観光局を支援し、新たな観光目的地づくりを図った。

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円

静 岡 県 中

部・志太榛

原地域連携

ＤＭＯ事業

静岡県中部地域が

有するお茶をはじ

めとした地域資源

を活用し、新たな

観光目的地づくり

を行うとともに、

プロモーションを

充実し観光経済の

拡大を図る。

地域の実状を把握するため、調査分析
を行うとともに地域資源である 、

、 のテーマに基づき観光コン
テンツを充実させＰＲした。
・調査分析事業として、来訪客調査、
事業者景況調査、事業所実態調査を
行った。

・ 事業では、ティーテラス・茶氷な
どティーツーリズムの推進、ブラン
ディングに取り組んだ。

・ 事業では、子どもが遊んで学べ
る体験予約サイト「ＭＡＮＡＶＩＶ
Ａ！」の運営、商品造成を行った。

・ 事業は、参加店舗を構成市町全域
に広げ、「勝魚かつ」キャンペーン
を実施した。

ティーテラスは、

人の体験が

あった。また、市

内に１か所ティー

テラスを新規設置

した。

茶氷は、中部地域

では 店舗が参画

し、約４万杯を販

売した。

ＭＡＮＡＶＩＶ

Ａ！は、 件のプ

ログラムに計

人が体験した。

うち島田市負
担金

※事業費は静岡市・島田市・焼津市・藤枝市・牧之原市・吉田町・川根本町の負担金による。

キ 教育旅行誘致事業

教育旅行の行き先として島田市へ誘致するために、観光協会等の観光関連事業と連携してモデルコースや体

験プログラムをまとめた教育旅行用パンフレットを用いて情報発信を行った。

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果

教育旅行

誘致事業

教育旅行の誘

致により地域

への経済効果

や交流人口の

拡大を図る。

・市ホームページをはじめ、ＳＮＳを活用
したＰＲを実施した。

・モデルコースや体験プログラムを

周知することで、行程が組み立て

やすい情報発信ができた。

・大井川鐵道を利用した学校 校

（市内）１校

（県内） 校

（県外） 校

マラソン大会開催経費

島田市の発信や交流人口の拡大、スポーツ･観光振興、地域活性化を図るため市内で開催されるマラソン大会

実行委員会に交付金を交付した。
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主   要   事   業   の   説   明 款 項 目 

ア 第14回しまだ大井川マラソンinリバティ 

      新型コロナウイルス感染症の影響で３年ぶりに開催した。各ガイドラインに沿って感染症対策を講じた上

で、規模を縮小して実施した。なお、従来よりスタート地点として利用している島田市役所本庁舎駐車場が新

庁舎建設工事の影響により使用できないため、令和４年から令和６年まではスタート地点及びコースを変更す

る。 

(ｱ) 開催概要 

開 催 日 令和４年10月30日 

種 目 フルマラソン(42.195㎞)、10kmの部 

コ ー ス 
フルマラソン：島田第三小学校前～リバティ～島田市陸上競技場 

10kmの部：リバティ～島田市陸上競技場 

参加ボランティア 約1,600人（市内企業、島田市スポーツ協会、個人等） 

交付金交付額 20,878,000円 

交付金交付先 しまだ大井川マラソンinリバティ実行委員会 

 

(ｲ) 出走者数                       （単位：人） 

年度 
エントリー数 出走者数 

フルマラソン 10kmの部 フルマラソン 10kmの部 

４ 4,863 1,599 4,294 1,390 

元 8,420 1,950 7,382 1,685 

   ※令和２、３年度は大会中止のため、令和元年度の数値を記載。 

 

(ｳ) おもてなし券利用者数 

年度 利用枚数（枚） 利用率（％） 

４ 3,814 59.02 

元 6,928 66.81 

   ※令和２、３年度は大会中止のため、令和元年度の数値を記載。 

 

イ 第40回記念川根桜まつり走ろう会 

新型コロナウイルス感染症の影響で４年ぶりの開催。定員の設定及び消毒液等の設置などの各種感染症対策

を実施した上で開催した。「かわね桜まつり」期間中に開催し、桜の名所である川根の発信、観光振興及び地

域の活性化を図った。 

開催概要 

開 催 日 令和５年３月19日 

種 目 ３km、５km、10km、ファミリー（2.4km） 

会 場 川根文化センターチャリム21 

参加申込期間 令和４年12月23日～令和５年２月12日 

交付金交付額 400,000円 

交付金交付先 桜まつり走ろう会実行委員会 

エントリー数 549人 

出 走 者 数 486人 

 

(3) 合宿誘致促進経費 

スポーツ合宿として、市外から実業団、大学、高校等のスポーツ団体を誘致することで、市民のスポーツに対

する関心を高めるとともに交流の機会を通して地域の活性化や交流人口の拡大等を図った。 

文化合宿としては、市外高校の文化部を誘致することにより、交流を通じ新たな文化活動の推進を図った。ま

た、高校応援部合宿では市民交流として笹間地区の方に応援披露をし、親睦を深めた。 

 

 



 

 

主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
ア スポーツ・文化合宿実績

区 分
令和４年度 令和３年度 対前年度増減数

延べ件数 件 延べ人数 人 延べ件数 件 延べ人数 人 延べ件数 件 延べ人数 人

スポーツ
高校・大学以下

実業団・一般

文 化 高校・大学

合 計

イ スポーツ・文化合宿補助金実績

区 分
令和４年度 令和３年度 対前年度増減数

件数 件 金額 円 件数 件 金額 円 件数 件 金額 円

宿泊費

スポーツ

文 化

小 計

航空運賃

スポーツ

文 化

小 計

合 計

シンガポール卓球合宿受入経費

シンガポール卓球選手団の杭州アジア選手権事前合宿を受け入れる予定となっていたが、新型コロナウイルス

感染症の影響により中止した。

観光地ワーケーション受入環境整備促進事業

ワーケーション受入環境整備を行う宿泊事業者に対し、補助金を交付した。

事業の内容 交付金額 円 事業主体 交付先

・モニターを２か所に設置した。

・床をカーペットに張り替えた。 （財源内訳）

県支出金（観光地ワーケー

ション受入環境整備促進事

業費補助金）

ホテル割烹三布袋

（三布袋㈱）

２ 観光施設管理費

観光施設管理経費

ア 観光公衆トイレ及びハイキングコース等維持管理

観光公衆トイレ及びハイキングコース等について、地元町内会等 団体へ清掃等管理業務を委託し、清

潔かつ安全で快適な施設の維持管理に努め、観光客への利便性の向上を図った。

施設名 事業の目的 管理委託内容 事業の成果 事業費 円 委託先

市内観光公

衆トイレ

（ か所）

清潔で安全、

快適な環境を

維持する。

清掃及び簡易

修繕

定期的な清掃と随時修繕を行った

ことで清潔で安全、快適な環境が

維持された。

地元町内会

等 団体

ハイキング

コース

（ か所）

安全な環境の

維持、観光客

への利便性を

向上させる。

草刈り、パト

ロール等

案内看板の設置や草刈り等コース

の整備を行ったことで安全な環境

が維持され、観光客への利便性の

向上に繋がった。
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
イ 観光公衆トイレ浄化槽維持管理

観光公衆トイレの浄化槽維持管理を専門業者に委託し、定期的な点検、清掃により適切な管理を行った。

施設名 事業の目的 事業の成果 事業費 円 委託先

市内観光公衆ト

イレ（ か所）

専門業者への委託により

適切な管理を実施する。

定期的な点検、清掃によ

り適切に管理された。

市内５業者

ウ 中央公園ミニ鉄道施設管理運営

中央公園ミニ鉄道施設の運行業務を委託し、「親子ふれあいの場」としての中央公園の魅力を高めた。

事業の目的 管理委託内容 事業の成果 事業費 円 委託先 収入 円

「親子ふれあ
いの場」とし
ての中央公園
の魅力を向上
させる。

土・日・祝日の
通常運行日及び
平日の特別運行
日における管理
運営業務

多くの家族連れが利用し、
中央公園の魅力の向上に繋
がった。
・年間利用者数 人
・運行日数 日

㈱まちづ
くり島田

都市公園使用料
（運賃）

エ 観光施設修繕、工事

観光施設の修繕、工事を実施し、施設の充実と観光客への利便性の向上を図った。

事業の内容 事業の成果 事業費 円

中央公園ミニ鉄道踏切及び木柵修繕工事、朝日段公園下段加圧給
水ポンプユニット部品交換及び公衆トイレ和式便器工事、東海道
自然歩道公衆トイレ修繕、東海道金谷宿お休み処給水施設等改修
工事、丹原観光公衆トイレ給水ポンプ修繕工事、その他 万円未
満修繕 件

緊急度等の優先順位をつけ
、観光施設の修繕、工事を
行うことで、観光客への利
便性の向上につながった。

東海道金谷宿お休み処管理運営経費

文化振興と観光誘客等を図り、気軽に立ち寄れ休憩などができる施設として運用するため、トライアル・サウ

ンディングを踏まえ運営方針等を検討した。

その結果、行政財産の使用許可による施設の稼働を目指すこととし、公募型プロポーザルにより、優先交渉権

者として「㈱増商」を選定。休業中の施設の有効活用をするため、㈱増商に施設の使用を許可し、開業に向けて

準備を進めている。

ア 修繕、工事

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円 備 考

東海道金谷宿

お休み処木製

階段・小径修

繕

木製階段腐食部分の撤去及

び小径を整備することによ

り、施設の安全性を維持す

る。

木製階段腐食

部分解体撤去

及び多目的広

場までの小径

の整地・整備

施設の安全性が維持さ

れ、利用者の利便性の

向上に繋がった。

㈱増商

蓬莱橋周辺整備事業

コミュニティ助成事業助成金を活用し、蓬莱橋憩いと賑わいの場創出事業として、蓬莱橋 広場オープニ

ングセレモニー及びイベントを開催した。

事業名 事業の概要 事業費（円） 備考

蓬莱橋憩いと

賑わいの場創

出事業

・蓬莱橋 広場オープニングセレモニー及び富

士山 キャラバン（７月 日開催）

・わんてらす 蓬莱橋 マルシェ及び牧

之原台地開拓史ガイドツアー（ 月６日開催）

・デジタルスタンプラリー新年福あつめ（１月 日

から 日まで開催）

（財源内訳）

諸収入（コミュニティ

助成事業助成金）  
 

（一社）島田市

観光協会
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

蓬莱橋

広場オープニ

ングステージ

イベント事業

・ステージ等設営、音響機器操作など（７月 日）

（財源内訳）

一般財源

（一社）島田市

観光協会

３ 観光団体支援事業

島田市観光協会補助金

本市の観光振興及び観光交流客の増加を図るため、（一社）島田市観光協会の運営費や大井川花火大会等に対

し補助金を交付した。令和４年度は観光庁にＤＭＯ申請を行い、候補ＤＭＯとして登録を受けた。今後は３年以

内に登録ＤＭＯに移行する必要があるため、地域における合意形成の場づくりや継続的なデータ収集・分析に基

づくＰＤＣＡの管理などを整備する必要がある。

事業の目的 補助金区分 市補助金額 円

島田市観光協会の運営と実施事

業を支援することで、市の観光

振興と観光交流客数の拡大を図

る。

ＤＭＯ事業

大井川大花火大会

かわね桜まつり

合 計

参考 島田市観光協会が実施した主な事業

事業の内容 事業の実績

１ 情報発信事業

・Ｂ Ｃ事業

・Ｂ Ｂ事業

・域内情報発信事業

・大井川観光流域観光実行委員会

・現地出展型観光ＰＲ（県外８か所）

・旅行会社営業活動（首都圏、中京圏、関西圏）

月１回程度

・メディア露出（ＦＭ島田しまなび隔週放送）

・アウトドア関連イベントやキャンペーンを展開

（秋の大井川キャンプフェスタ、キャンプキッ

ズ 久野脇キャンプ場、大井川時間の作成）

２ 商品開発事業

・観光資源磨き上げ・コンテンツ化

・事業者支援

・視察研修事業

・しまだ茶―リズム（貸切バレルサウナ体験、サ

ウナグッズ作成等）

・観光振興活動支援事業補助金の交付７件

・観光特産品開発支援事業費補助金の交付２件

・（一社）キタ・マネジメント視察

３ 流通促進事業

・物販販売事業

・ おおいなび

来場者 人

売上額 円

売上収益 円

・ 茶屋

来場者 人

売上額 円

売上収益 円

４ 大井川大花火大会事業 ・令和４年８月 日（水）

・河川敷内から約 発打ち上げ

・集客状況 約 万人（推計）

５ かわね桜まつり事業 ・令和５年３月 日から４月２日

・桜ライトアップ

・家山川河川敷駐車場整理 等

・集客状況 約 人
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
４ 金谷茶まつり事業

 金谷茶まつり事業費補助金

５年ぶりに開催される第 回（令和５年度）金谷茶まつりの開催（２年に１度）に要する経費として、金谷茶

まつり保存振興会及び島田市観光協会に対する補助金を交付した。

開催日：令和５年４月８・９日（前夜祭４月７日）

事業の目的 補助金交付先 事業の内容 補助金額 円

金谷茶まつり保存振興会と

共催により実施する。

島田市観光協会 ・おもてなし広場等の設営

・シャトルバスの運行 ほか

金谷茶まつりを伝統文化と

して継承・継続するため、

民間・地域主導型の運営体

制により開催する。

金谷茶まつり保存振興会 ・事務局運営

・各部会会議の開催 ほか

合 計

５ 歴史資源利活用事業

）諏訪原城跡プロモーション事業

諏訪原城跡の認知度向上を目指し、諏訪原城応援隊イベントを開催した。また、「お城ＥＸＰＯ 」への出

展を通じて全国への情報発信を行うとともに、御城印などの関連グッズを販売し、誘客を図った。

事業名 事業の目的 事業の内容
事業の成果

（期待する効果）

事業費

円

「諏訪原城

応援隊」イ

ベント

著名人による

「諏訪原城応

援隊」のイベ

ントを開催す

ることで諏訪

原城跡の全国

的な認知度向

上を目指す。

諏訪原城応援隊

隊長 春風亭昇太氏

落語芸術協会会長、山城愛好家）

副隊長 加藤理文氏

日本城郭協会理事、諏訪原城跡整備

委員会委員）

隊員 片川乃里子氏

島田市出身フリーアナウンサー

諏訪原城フォトコンテストの開催

作品募集期間：令和４年３月 日から

５月 日まで

応募作品数： 点

入賞作品：最優秀賞１点、優秀賞

４点

特別審査員：諏訪原城応援隊、森澤

宗彦氏（フォトスタジ

オ経営）

諏訪原城応援隊イベントの開催

開 催 日：令和４年 月９日

開催場所：午前 島田市金谷生き

がいセンター 夢づく

り会館

午後 諏訪原城跡

内 容：午前 春風亭昇太の城

の魅力まるわかりトー

クショーpart２ 
  午後 諏訪原城ポイン

ト解説会 
※午前の部にフォトコンテストの表彰

式実施

・フォトコンテストを開催

したことで、城に興味が

ない人が諏訪原城跡に来

城するきっかけとなっ

た。 
・著名人を活用したイベン

トは影響力が大きく、絶

大なプロモーション効果

があった。 
・市民に対する諏訪原城跡

の認知度を向上すること

ができた。 
・多くの人に整備後の現状

を知ってもらうことがで

きた。 
・ビジターセンター来場者

数

令和４年度： 人

（参考）

令和３年度： 人

・諏訪原城公式ホームぺー

ジの閲覧数

令和４年度： 回

（参考）

令和３年度： 回

（内訳）

需用費

委託料

役務費
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

「お城ＥＸ

ＰＯ 」

出展

・全国イベン

トへの出展

により、諏

訪原城跡を

全国にＰＲ

し、認知度

向上及び誘

客を図る。

「お城ＥＸＰＯ 」へ諏訪原城ブー

スを出展し、諏訪原城跡のＰＲ及び関

連グッズを販売した。

開催日：令和４年 月 日から

令和４年 月 日まで

開催場所：パシフィコ横浜

横浜市西区みなとみらい

出張者：６人

来場者数： 人

（参考：令和３年度 人）

・諏訪原城公式

をその場でフォローして

くれた人に缶バッジをプ

レゼントすることで、

のフォロワー

を 人増やすことがで

きた。 
・学芸員が来場者に諏訪

原城跡の解説をするこ

とで、多くの人に諏訪

原城に興味を持っても

らうことができた。 
・グッズ販売により、諏訪

原城跡を強く印象付ける

ことができたと同時に、

収益を得た。 
・島田市文化芸術推進計画

に基づき、「文化」と

「観光」を連携させた事

業を実施した。 
・フォトコンテストの入賞

作品を展示したことで、

現在の諏訪原城の様子を

伝えることができ、写真

に興味をもってもらうこ

とでＰＲにもつながっ

た。 

（内訳）

旅費

需用費

役務費

使用料及び

賃借料

諏 訪 原 城

グッズ販売

御城印などの

関連グッズの

販売等を通

じ、諏訪原城

跡及びビジ

ターセンター

の認知度向上

による誘客を

図る。

諏訪原城グッズの製作及び販売

販売場所：諏訪原城ビジターセンター、

お城ＥＸＰＯ会場、島田市

博物館

販売実績：御城印 円

限定御城印 円

ハンドタオル 円

クリアファイル 円

缶バッジ 円

合計 円

（参考：令和３年度 円）

・限定御城印の販売を通じ

て、諏訪原城跡の歴史を

知ってもらうきっかけを

作った。

・ビジターセンター来場者

数

令和４年度： 人

（参考）

令和３年度： 人

・諏訪原城公式ホームぺー

ジの閲覧数

令和４年度： 回

（参考）

令和３年度： 回

（内訳）

需用費

限定御城

印及びハン

ドタオル、

新規クリア

ファイルの

製作費はＥ

ＸＰＯ出展

の経費に含

む｡

川越し街道賑わい創出事業

市民団体や企業等と連携して、番宿（復元家屋）の利活用を進め、街道の賑わい創出と誘客を図った。 
川越し街道利活用実績（市主催、民間主催両方含む、和菓子バル事業を除く｡）

・マルシェ ８回 
・講座、体験事業等 ９回 
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
街道宿場イベント事業

川越し街道の認知度及び価値向上を図るため、文化資源と観光、産業など各種分野を掛け合わせたイベント

「和菓子バル」を実施した。

事業名 事業の目的 事業の内容
事業の成果

（期待する効果）
事業費 円

「和菓子

バル」イ

ベント

・他イベントと

連動し、川越

し街道を活用

したイベント

を実施するこ

とで、川越し

街道の認知度

及び価値向上

を図る。

・イベント実施

に際し、地域

住民の理解及

び協力を得

て、民間主導

となる仕組み

づくりを創出

する。

・街道を活用し

た他の取り組

み等と連動す

ることで効果

的な情報発

信・ＰＲを行

い、街道に賑

わいを創出す

る。

実施日：令和４年 月３日

主な内容：

和菓子の販売

さくらめしの販売

緑茶・緑茶スイーツ販売、射的

着物着付け

「和菓子まっぷ」の印刷・配布

お囃子演奏

静岡産業大学生によるチラシ・ポ

スターデザイン、プロモーション

動画作成、和菓子販売、当日企画

運営（クイズラリー、抽選会）

静岡英和学院大学生による和菓子

販売、当日企画運営（連台越し体

験、ランダム名句 ）

連携・連動・協力：

市内和菓子店

（一社）しまだきものさんぽ

島田市商工会議所

（一社）島田市観光協会

静岡産業大学

静岡英和学院大学

河原町自治会

囃響会

委託期間：令和４年９月 日から

令和４年 月 日まで

委託先：

イベント運営 ひまあそび組合

・来場者数：約 人

／日

・他の団体イベントと

の連動・連携によ

り、市内外からの多

数の来場者を集客

し、川越し街道を周

知することができ

た。

・藤枝市と連携し、藤

枝市内小学校にチラ

シを配布したこと

で、相当数の来場者

があった。近隣市町

のターゲットにアプ

ローチすることがで

き、市外からの来場

者、市外における

「川越し街道」の認

知度を獲得できた。

・様々な市内外の主体

と連携してイベント

を構成することで、

交流人口の拡大を図

り、川越し街道に賑

わいを創出する事が

できた。

・島田市文化芸術推進

計画の趣旨に基づ

き、「文化×観光×

産業×教育」と連携

した事業を展開し、

文化芸術の振興に寄

与した。

（内訳）

委託料

需用費

（財源内訳）

地域づくり推進

事業助成金

一般財源
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
６ 島田大祭事業

 島田大祭事業費補助金

第 回島田大祭（帯まつり）の開催（３年に１度）に要する経費として、島田市観光協会及び島田大祭保存

振興会に対し補助金を交付した。

開催日：令和４年 月８日～ 日、衣装揃 月８日

観客数： 人

事業の目的 補助金交付先 事業の内容 補助金額 円

島田大祭保存振興会と共

催により実施する。

島田市観光協会 ・観光部門に関する業務 ほか

島田大祭の保存と振興を

図ることを目的とする。

島田大祭保存振興会 ・企画・運営部門に関する業務

ほか

合 計

７ 新型コロナウイルス感染症対策事業

 観光体験・宿泊サービス支援事業「島田であそぼうけんキャンペーン」【令和４年度新規事業】

個人・少人数旅行者の分散型旅行需要を喚起し、継続的な域内経済の活性化を図ることを目的とし、島田

市内の観光体験・宿泊サービスで使用できる共通クーポンを発行した。１枚 円、１人最大５枚まで購入

でき、１枚 円分のクーポンとして利用可能。居住地域等の購入制限なし。

事業の成果 事業費（円）

【販売枚数】 枚（ ％）

【利用枚数】 枚（ ％）

【利用実績】体験 枚（ ％）、宿泊 枚（ ％）

【対象施設】体験 件、宿泊 件

※時期限定の体験や、台風被害の影響で一時停止したサービス含む。

利用者アンケート（回答 件）の結果、利用者の ％を占めた 代・ 代の

同行者のうち、 ％が家族と回答。グループ人数は２人～３人利用が ％、県内

利用は ％となり、少人数の分散型・近距離旅行の促進につながった。また、ア

ンケートにおける本キャンペーンの評価点は 点～ 点が 件（ ％）と

全体的に満足度が高かった。

しかしながら、令和４年９月の台風 号の影響により、一部施設が一時的にサー

ビス停止となったことに伴うキャンセル・払い戻し対応により、販売・利用実績

ともに ％には至らなかった。

（財源内訳）

国庫支出金（コロナ臨時交

付金）

一般財源

観光公衆トイレ感染症対策事業【令和４年度新規事業】

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費（円）

観光公衆トイ

レ手洗水栓自

動化工事

新型コロナウイルス感

染症対策として、不特

定多数が利用する観光

公衆トイレの手洗水栓

を自動化し、非接触と

することにより、新型

コロナ感染拡大防止に

対応する。

観光公衆トイ

レの手洗水栓

の取替え（６

施設 台）

対象施設の整備率 ％

不特定多数が利用する観

光公衆トイレの手洗水栓

を自動化し、非接触とす

ることにより、新型コロ

ナ感染拡大防止に対応で

きた。

（財源内訳）

国庫支出金（コロナ臨時

交付金）

一般財源
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 観光・教育旅行バスツアー誘客促進事業【令和４年度新規事業】

バスを利用した団体旅行により誘客を促進し、本市の認知度の向上及び観光産業の回復を図るため、市内の観

光施設等を巡るバスツアーを催行する旅行事業者に対し、補助金を交付した。

観光消費機会創出事業【令和４年度新規事業】

事業名 事業の目的
事業の

内容
事業の成果 事業費（円）

観光消費機

会創出事業

業務委託

観光産業の回復を図るため、

㈱川根町温泉に委託し、市内

唯一の道の駅「川根温泉」に

おいて、出店型販売事業等を

開催することで、観光客の消

費機会を創出し、市内販売事

業者を支援した。

イベント等

の開催（年

９回）

市内から延 店舗が参加し、

夜店市やマルシェなどを実施

し売上に貢献した。

総売上実績： 円

（財源内訳）

国庫支出金（コロ

ナ臨時交付金）

一般財源

５目 温泉施設費 決算額 １１５，００６，５５０円

１ 田代の郷温泉運営事業

 田代の郷温泉管理運営経費

田代の郷温泉伊太和里の湯は、平成 年４月１日に供用を開始してから 年余が経過しており、伊太田代地区

周辺の恵まれた自然環境を活用して、市民の健康を増進し、ふれあいと交流を通じた地域振興を図るため、施設

の機能改善等を行う工事を行った。

令和３年４月１日からは、島田ゆめ・みらいパークとの一体的な管理をしている。

ア 指定管理者 静岡ビル保善㈱（指定期間 令和３年４月１日から令和６年３月 日まで）

指定管理料 ０円

イ 入館者数 （単位：人）

年度 入館者
内訳

当日券 回数券

４

３

補助対象者／交付条件 補助金額 実績 事業費（円）

【補助対象者】

全国の旅行事業者

【交付条件】

１ 旅行業の登録を受けており、団体旅行を企画し

催行する旅行業者であること。

２ バス１台につき 名以上の参加であること（添

乗員を除く｡）。

３ 補助金の交付の対象となる事業は、市内の観光

施設等の２か所以上の利用（立寄りを含む｡）を

行程に含むバスツアーとする。ただし、学校行事

として行われる旅行以外の旅行である場合にあっ

ては、そのうち１か所が以下に掲げる施設を利用

するものであるものに限る。

【有料観光施設】

・蓬莱橋の渡橋

・島田市博物館への入館

・ふじのくに茶の都ミュージアムへの入館

・その他、本市の歴史、文化等を学べる施設として

市長が別に定める施設

・日帰りバスツアー

バス１台につき３

万円

・宿泊を伴うバスツ

アー

バス１台につき５

万円

・富士山静岡空港を

離発着する航空機

利用（片道利用

可）

バス１台につき上

記に５万円追加

※１営業所につき上

限 万円

・催行ツアー参

加人数

人

・総申請件数

件

・うち、催行件

数 件

・申請営業所数

営業所

・うち、催行営

業所数

営業所

（財源内訳）

国庫支出金

（コロナ臨時

交付金）

一般財源
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
ウ 改修・修繕工事

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円 備 考

温泉浴室自閉式

シャワー混合水

栓取替工事

清潔な温水を提

供する。

自閉式壁付サーモスタ

ット混合水栓８台の取

替え

引き続き清潔な温

水を提供すること

ができた。

㈱エクノスワ

タナベ

クロラクターセ

ンサー類修繕工

事

清潔な温水を提

供する。

クロラクターセンサー

類の取替え（塩素計測

センサー ３本、

センサー３本）

引き続き清潔な温

水を提供すること

ができた。

静岡ビル保善

㈱

源泉加熱ヒー

ター更新工事

故障した源泉加

熱ヒーターを修

繕し、適正な湯

温を保つ。

源泉加熱ヒーター１台

の更新（特チタンフラ

ンジヒーター三相

修繕後、適正な湯

温を保つことがで

きた。

㈱エクノスワ

タナベ

露店風呂系統ろ

過機ろ材交換工

事

清潔な温水を提

供する。

３年に１度交換してい

る露天風呂のろ過装置

の交換修繕

引き続き清潔な温

水を提供すること

ができた。

㈱エクノスワ

タナベ

ボイラー熱交換

器取替工事

故障したボイ

ラー熱交換器を

修繕し、適正な

湯温を保つ。

ボイラー熱交換器１台

の取替え（ ボイラ

ー交換器）

修繕後、適正な湯

温を保つことがで

きた。

㈱エクノスワ

タナベ

エ 田代の郷温泉電力価格等高騰対策指定管理者支援金【令和４年度新規事業】

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円

電力価格等の高騰の

影響を受けている指

定管理者に対して、

財政支援を行う。

田代の郷温泉の指定

管理者へ支援金を交

付する。

田代の郷温泉の安定的な

運営に寄与した。

交付金額 円

（財源内訳）

国庫支出金（コロナ臨時交付金）

一般財源

２ 川根温泉運営事業

川根温泉管理運営経費

川根温泉は平成 年に供用開始して 年が経過しており、市民の健康を増進し、ふれあいと交流を通じた

地域振興を図るため、施設の機能改善を行う工事を行った。バーデ棟は、建物構造躯体の鉄骨柱等の劣化が

指摘されていることを受け令和３年８月 日から休業している。

ア 指定管理者 ㈱川根町温泉（指定期間 平成 年４月１日から令和６年６月 日まで）

指定管理料 ０円

イ ふれあいの泉入館者数 （単位：人）

年度 入館者
内訳

風呂 バーデ 共通

４ － －

３

※Ｒ３・４はバーデ棟休業。Ｒ３のバーデ、共通は８月までの人数

ウ ふれあいコテージ宿泊者数及び稼働率

年度 宿泊者数 人 提供棟数 棟 利用棟数 棟 稼働率 ％

４

３
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
エ 川根温泉管理消耗品 （単位：円

薬剤名 事業費

次亜塩素酸ナトリウム

塩化アンモニウム

スケール防止剤

オ 改修・修繕工事

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円 備 考

川根温泉鉱山

源泉井戸改修

工事

施設の安全な

環境を保つ。

ケーシングパイプ

修繕

コンクリート建物

修繕

ケーシングパイプ

からの漏出を防止

することができ

た。

財源内訳

繰入金 温泉施設基金

東海ガス㈱

サッカ沢導入

施設災害応急

復旧工事

台風 号の災

害で破壊され

た配水管等を

復旧する。

サッカ沢取水口か

ら沈殿槽貯水タン

ク間の水源地及び

配水管の復旧

滞りなく水を提供

することができ

た。

財源内訳

一般財源

大井建設㈱

 
カ 川根温泉電力価格等高騰対策指定管理者支援金【令和４年度新規事業】

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円

電力価格等の高騰

の影響を受けてい

る指定管理者に対

して、財政支援を

行う。

川根温泉の指定管理者へ

支援金を交付する。

川根温泉の安定的な運営に

寄与した。

交付金額 円

（財源内訳）

国庫支出金（コロナ臨時交付金）

一般財源

 
 川根温泉休業補償金

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円 備 考

川根温泉休

業補償金

建物構造躯体の鉄骨

柱等劣化を踏まえ、

バーデ棟の休業を要

請したことに伴い発

生する損失に相当す

る補償を行う。

休業により減少することが見込

まれる事業収入の合計金額から

当該休業により不要と見込まれ

る経費の合計額を差し引いた金

額を損失に相当する金額として

補償する。

損失の補填に

より安定した

施設運営がで

きた。

㈱川根町温

泉

 
川根温泉課題調査事業

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円 備 考

川根温泉課

題調査業務

委託

川根温泉全体の整備につい

て施設経営の改善項目や強

化・縮小する施設機能を検

討し、整備計画を作成す

る。

バーデ棟の

方針策定

経営状況の

整理

中長期整備

計画の策定

バーデゾーン部分を解体する

根拠を整理し、跡地を多目的

スペースとして活用する方針

とした。

従業員ワークショップを開催

し、ソフト面で集客や採算の

とれるアイデアを提案し強

化・縮小していく計画を作成

した。

一体型運営を前提としながら

「良質・絶景・緑茶」にこだ

わった計画案を立てた。

㈱マイ

ロック

チョコ

レーツ
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

川根温泉

バーデ棟ア

スベスト事

前調査業務

委託

川根温泉バーデ棟で使用さ

れている外壁材及び内装材

等に含まれるアスベスト使

用の有無について事前調査

する。

アスベスト

定性分析検

体数の調査

分析必要な数量は８検体と診

断

㈱静環

検査セ

ンター

川根温泉

バーデ棟ア

スベスト定

性分析業務

委託

大気汚染防止法及び石綿障

害予防規則の改正により、

一定規模以上の解体につい

てアスベスト調査が義務と

されているため、定性分析

を調査する。

８検体の試

料採取し、

アスベスト

含有の有無

を検査

８検体中２検体がアスベスト

有

㈱静環

検査セ

ンター

３ 川根温泉ホテル運営事業

 川根温泉ホテル管理運営経費

川根温泉ホテルは、平成 年７月１日に供用を開始してから９年が経過しており、市民の保養及びふれあい交

流並びに研修の場を提供し、地域の振興を図るため施設の機能改善を行う工事を行った。

ア 指定管理者 大井川鐵道㈱（指定期間 令和元年７月１日から令和６年６月 日まで）

指定管理料 ０円

イ 従業員数 人 ％を島田市・川根本町在住者から雇用している｡

令和５年３月 日現在（単位：人）

総支配人 支配人代理 管理部 調理部厨房営業部フロント営業部レストラン 常駐設備 清掃員 計

正社員

パート

計

ウ 利用実績

年度 稼働日数 日 宿泊者数 人 部屋定数 室 使用室数 室 稼働率 ％

４

３

エ 改修・修繕工事

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円 備 考

空調室内機工

事（№１）

施設の清潔な

環境を保つ。

熱交換器パネル

をばらし、本体

から高圧洗浄

休憩スペース、ＥＶホールの

空調機を高圧洗浄し、清潔な

環境が保たれた。

太平ビルサ

ービス㈱島

田営業所

空調室内機工

事（№２）

施設の清潔な

環境を保つ。

熱交換器パネル

をばらし、本体

から高圧洗浄

厨房料理ゾーン、脱衣所の空

調機を高圧洗浄し、清潔な環

境が保たれた。

太平ビルサ

ービス㈱島

田営業所

自動二層ろ過

・風呂ろ過装

置ろ材入替工

事 

施設の清潔な

環境を保つ。

自動二層ろ過装

置１基、風呂ろ

過装置４基のろ

材交換

ろ材を交換したことにより、

ろ過の効率が上昇し、滞りな

く営業を継続した。

清化工業㈱ 

オ 専用駐車場賃借料

事業名 事業の目的 事業の概要 事業の成果 事業費 円 備 考

専用駐車

場賃借料

宿泊者の駐車

場を確保する｡

長期継続契約

平成 年４月１日～令和６年３月 日

宿泊者の駐車場

が確保された。

地権者 人
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
カ 川根温泉ホテル電力価格等高騰対策指定管理者支援金【令和４年度新規事業】

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円

電力価格等の高騰

の影響を受けてい

る指定管理者に対

して、財政支援を

行う。

川根温泉ホテルの指定

管理者へ支援金を交付

する。

川根温泉ホテルの安定的な

運営に寄与した。

交付金額 円

（財源内訳）

国庫支出金（コロナ臨時交付金）

一般財源

４ 川根温泉メタンガス利活用事業

川根温泉メタンガス利活用事業

発電施設は、平成 年４月 日から本格稼動し、発電した電気は川根温泉ホテルへ、回収した熱は川根温泉ふ

れあいの泉へ供給する。

ア 業務委託

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円 備 考

川根温泉鉱山保

安業務委託

鉱業法及び鉱山

保安法に基づき

保安管理業務を

委託する。

巡視点検、保安教

育、点検作業時の

保安監督を行っ

た。

巡視点検、保安教

育、点検作業時の保

安監督により事故は

発生していない。

東海ガス㈱

マイクロコー

ジェネレーショ

ンシステム保守

点検業務委託

４基の発電機の

定期保守・修繕

遠隔監視を委託

する。

年２回の定期保守

や遠隔監視を行

い、突発修繕の対

応をした。

定期保守により毎日

稼動している発電機

であるが、安定して

稼動している。

ヤンマーエ

ネルギーシ

ステム㈱名

古屋支店

ガスコンプレッ

サー保守点検委

託業務

稼働開始以来一

度も点検してな

かったため実施

する。

年１回の保守点検

を行い、突発修繕

の対応をした。

圧縮機本体内部に温

泉ガス・温泉水によ

る腐食が認められ

た。

日比谷総合

設備㈱東海

支店

イ 実績

年度 発電 熱回収

４
発電電力量

電気代削減相当額 円

回収熱量

灯油代削減相当額 円

３
発電電力量

電気代削減相当額 円

回収熱量

灯油代削減相当額 円

※Ｒ４はガスコンプレッサー停止中のため、９月までの実績

ウ 改修・修繕工事

事業名 事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費 円 備 考

ガスコンプレッ

サー修繕工事

本体内部が腐食

したガスコンプレ

ッサーの改善を図

る。

ガスコンプレッサ

ーシリンダー等一

式を交換した。

メタンガスを圧送す

ることができ、運転

が安定した。

日比谷総合

設備㈱東海

支店

温水循環ポンプ

（№１）修繕工

事

温水循環ポンプを

修繕し、熱交換器

への温水の送湯を

再開する。

温水循環ポンプ４

基の内、故障した

１基（№１）を修

繕した。

温水の送湯が再開さ

れ、効率的に温水を

提供することができ

た。

日比谷総合

設備㈱東海

支店

温水循環ポンプ

（№２）修繕工

事

温水循環ポンプを

修繕し、熱交換器

への温水の送湯を

再開する。

温水循環ポンプ４

基の内、故障した

１基（№２）を修

繕した。

温水の送湯が再開さ

れ、効率的に温水を

提供することができ

た。

日比谷総合

設備㈱東海

支店
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

温水循環ポンプ

（№４）修繕工

事

温水循環ポンプを

修繕し、熱交換器

への温水の送湯を

再開する。

温水循環ポンプ４

基の内、故障した

１基（№４）を修

繕した。

温水の送湯が再開さ

れ、効率的に温水を

提供することができ

た。

日比谷総合

設備㈱東海

支店

５ 新型コロナウイルス感染症対策事業

温泉施設活性化事業【令和４年度新規事業】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け利用客が減少している市内の日帰り温泉施設の活性化を図るた

め、施設の温泉浴場を無料で開放する事業を実施する施設の運営事業者に対し、補助金を交付した。

補助対象者 事業の内容 事業費 円 実績

川根温泉 ・無料開放 ：７月～

１月の木曜日（８月を

除く｡） 日間

・その他お得プランの実

施

川根温泉

川根温泉ホテル

田代の郷温泉

合計

（財源内訳）

国庫支出金（コロナ臨時交付金）

一般財源

無料開放利用者： 人

その他お得プラン利用者：

人

川根温泉ホテル ・無料開放 ：９月～

１月の月・火曜日

日間

無料開放利用者： 人

田代の郷温泉 ・無料開放 ：７月～

月の水曜日（８月を

除く｡） 日間

・その他お得プランの実

施

無料開放利用者： 人

その他お得プラン利用者：

人
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８款 
 

土 木 費 
 

 

１項 土木管理費 

２項 道路橋りょう費 

３項 河川費 

４項 都市計画費 

５項 住宅費 
 

 
土 

木 

費 





 

 

主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

１ 土木総務事務費

土木管理事務費

管理業務は、道路水路の占用や許認可、官民境界の確認、道路敷の権利の整理や用途廃止に伴う調査な

ど、権利意識の変化に伴い処理も複雑になっている。事務処理については十分留意するとともに、適正な道

水路敷の管理に努めた。

ア 各種申請処理状況 （単位：件）

項 目
処 理 件 数

令和４年度 令和３年度

境界確認

市有財産用途廃止

道路敷等寄附受納

市道認定

市道廃止

イ 道路占用状況（市道）

種 別
令和４年度 令和３年度

件 数 件 占用料 円 件 数 件 占用料 円

電柱類等

ウ 河川占用状況

種 別
令和４年度 令和３年度

件 数 件 占用料 円 件 数 件 占用料 円

通行路等

１ 道路施設管理費

道路施設管理経費

ア 道路整備状況（市道）

内 容 区 分 令和４年度 令和３年度

路線数

（路線）

１ 級

２ 級

その他

合 計

延 長
（ｍ）

１ 級

２ 級

その他

合 計

面 積

（㎡）

１ 級

２ 級

その他

合 計

舗装率
（％）

１ 級

２ 級

その他

※舗装率＝ 舗装延長／実延長 ×

８款 土木費 決算額 ３，６６２，５０９，２６０円

１項 土木管理費 決算額 ３３５，２２３，８６６円

１目 土木総務費 決算額 ３３５，２２３，８６６円

２項 道路橋りょう費 決算額 １，６３４，５２６，１１７円

１目 道路橋りょう総務費 決算額 １９２，６０４，３１４円
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
イ 橋りょうの状況

内 容 区 分 令和４年度 令和３年度

箇所数 箇所
非永久橋

永 久 橋

延 長 ｍ
非永久橋

永 久 橋

ウ 道路管理状況

道路台帳に市道の認定・廃止・区域変更を反映した。

また、交通安全上必要であるため、市道として占用している国、県の河川管理道の草刈りを業務委託して

実施した。なお、（公社）シルバー人材センターへの委託は、雇用対策を図るため実施した。

事 業 名 事 業 の 概 要 事業費 円 備 考

道路台帳修正業務委託 道路台帳の修正 ㈱フジヤマ島田営業所

大井川等堤防草刈業務

委託

湯日川、大津谷川、伊太谷川ほ

か

公社 島田市シルバー人材センター

大井川（１回目） ㈱橋本組

大井川（２回目） ㈱橋本組

街路樹管理業務委託 旧市内地区

市道 路線、駅前広場１か所

㈱特種東海フォレスト

大津・六合地区

市道 路線、駅前広場２か所

㈱特種東海フォレスト

金谷・初倉地区

市道 路線、駅前広場１か所

㈲六南園

道路草刈業務委託 中河町八指線ほか５路線 公社 島田市シルバー人材センター

尾川上伊太線ほか７路線 三友クリエイト㈱

原ノ平吹木線ほか７路線 ㈱河村組

静岡空港隣接道路 ＮＰＯ法人しろやまゆいの会

エ 水路橋通行監視

令和４年度 令和３年度 事業の概要

車両（台）

毎日午前６時から午後９時まで、包括業務委

託職員により、通行監視を行った。

バイク（台）

自転車、歩行者 人

合 計

１日平均件数

島田駅南北自由通路管理経費

島田駅南北自由通路の管理を行った。

項 目 事 業 の 概 要 事業費 円 備 考

保守委託料 島田駅南北自由通路昇降設備保守点検業務

委託

日本管財㈱浜松事業所

島田駅南北自由通路電気保守業務委託 日本管財㈱浜松事業所

島田駅南北自由通路消防設備保守点検業務

委託

日本管財㈱浜松事業所

清掃委託料 島田駅南北自由通路清掃業務委託 日本管財㈱浜松事業所

島田駅南北自由通路特別清掃業務委託 東海整備㈱

島田駅南北駅前広場清掃業務委託 日本管財㈱浜松事業所

警備委託料 島田駅南北自由通路警備業務委託 日本連合警備㈱
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

借地料 ＪＲ土地占用料

島田駅南北自由通路に係る軌道敷上空占用

Ａ＝ ㎡

東海旅客鉄道㈱静岡支社

北口ＪＲ用地

自由通路建物敷地 Ａ＝ ㎡

北口駅前広場（歩行空間部） Ａ＝ ㎡

建物設備修

繕工事費

島田駅南北自由通路昇降機修繕工事（エレ

ベーターブレーキシュー取替えほか） （財源内訳）

一般財源

三菱電機ビルソリューショ

ンズ㈱中部支社静岡支店

合 計

橋りょう長寿命化点検事業

橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、市道及び法定外道路に架かる橋りょうの定期点検とＪＲ新幹線跨線部

の仮設足場等業務を実施した。また、翌年度点検を予定しているＪＲ跨線橋について、鉄道事業者と協議を行

った。

事業名 事 業 の 概 要 事業費（円） 備 考

橋りょう長

寿命化点検

事業（道路

メンテナン

ス事業）

新谷口道線ほか道路橋点検業務委託

Ｎ＝ 橋

㈱フジヤマ島田営業

所

菊川神谷城線（菊神橋）跨線橋点検業務委託

Ｎ＝１橋

㈱トーニチコンサル

タント静岡事務所

菊神橋架線防護及び線路閉鎖等業務委託 一式 東海旅客鉄道㈱静岡

支社

橋梁長寿命化修繕計画修正業務委託 一式 ㈱フジヤマ島田営業

所

合 計

（財源内訳）

国庫支出金

一般財源

道路ストック総点検事業

市道の路面（舗装の健全性）について点検調査を実施した。

事 業 名 事 業 の 概 要 事業費 円 備 考

路面性状調査（社

会資本整備総合交

付金事業）

舗装路面性状調査業務委託（ 路線）

総延長Ｌ＝ ㎞ （財源内訳）

国庫支出金

一般財源

ニチレキ㈱静岡営業所
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
２目 道路維持費 決算額 ７５，７３４，７０７円

１ 道路維持修繕事業

道路維持修繕事業費

道路の舗装、側溝修繕等の緊急かつ危険箇所について安全で円滑な通行を確保するため、迅速に対応し生活

環境の改善に努めた。また、自治会からの要望についても積極的な対応に努めた。

単位：円

工 事 概 要 項 目 事 業 費

岡田八幡１号線舗装修繕工事 ほか 件
側溝、路肩、舗装等

修繕料

清水番生寺線交差点部舗装修繕工事 ほか 件
舗装工、側溝布設工等

工作物修繕・復旧工事費等

直営事業費

道路パトロールや市民からの通報により確認された道路の穴・くぼみなどの危険箇所の修繕について、迅速

に対応した。緊急を要する小規模修繕箇所は、現場職員が即時対応した。

事業費： 円

（単位：件）

項 目 令和４年度 令和３年度

道路補修

水路補修

その他（病害虫駆除、草刈等）

合 計

市民要望執行率 ％ ％

３目 道路新設改良費 決算額 １，１７３，７４０，６９６円

１ 幹線道路改良事業（社会資本整備総合交付金事業）
色尾大柳線改良事業
道路改良工事、事業用地の取得及び支障物件の移転補償等を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

色尾大柳線改良事業
社会資本整備総合交
付金事業 道路・通
常）

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ
地盤改良工 Ａ＝ ㎡
カルバート工 Ｌ＝ ｍ
排水構造物工 Ｌ＝ ｍ
舗装工 Ａ＝ ㎡

不動産鑑定 一式
用地取得
宅地 Ａ＝ ㎡

補償 立竹木等 一式

（財源内訳）
国庫支出金
市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費
㈱大塚

役務費
登記委託料
用地費
補償費

- 257 -



 

 

主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
谷口中河線改良事業

道路改良工事、事業用地の取得及び支障物件の移転補償等を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

谷口中河線改良事業

社会資本整備総合

交付金事業 道路・

通常

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

不陸整正 Ａ＝ ㎡

不動産鑑定 一式

調査委託

用地調査 一式

物件調査 一式

用地取得

宅地 Ａ＝ ㎡

田 Ａ＝ ㎡

補償 建物等 一式

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

㈱丸紅

役務費

委託料

服部エンジニア㈱

登記委託料

用地費

補償費

本通り御仮屋線改良事業

道路改良工事及び支障物件の移転補償を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

本通り御仮屋線改良

事業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・通

常

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

縁石工 Ｌ＝ ｍ

防護柵工 Ｌ＝ ｍ

道路付属施設工Ｎ＝１基

補償

工作物 一式

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

㈱アーク東海

補償費

細島南部１号・６号線改良事業

道路改良工事及び事業用地の測量委託等を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

細島南部１号・６号

線改良事業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・通

常

道路改良工事

排水構造物工 Ｎ＝１か所

調査委託

用地測量 一式

物件調査 一式

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

㈱ドリーム･クリエイ

ト

委託料

服部エンジニア㈱

㈱ＦＢＪコンサルタ

ント

役務費

新病院入口交差点改良事業

事業用地の取得及び支障物件の移転補償等を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

新病院入口交差点改

良事業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・通

常

調査委託

物件調査 一式

用地取得

宅地 Ａ＝ ㎡

補償

建物等 一式

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

役務費

登記委託料

用地費

補償費
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
大井町静居寺橋線改良事業

信号機移設工事を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

大井町静居寺橋線改

良事業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・防

災

信号機移設工事 Ｎ＝４基

車両用信号機 Ｎ＝１基

歩行者用信号機 Ｎ＝３基

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

髙橋電気工業㈱

横井御仮屋線改良事業

道路改良工事を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

横井御仮屋線改良事

業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・通

常

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

排水構造物工Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

興和建設㈱

谷口道線改良事業

物件等補償費算定調査委託等を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

谷口道線改良事業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・防

災）

調査委託

物件調査 一式 （財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

委託料

不二総合コンサルタ

ント㈱

登記委託料

役務費

島竹下線改良事業

道路改良工事、事業用地の取得及び支障物件の移転補償等を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

島竹下線改良事業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・防

災

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

地盤改良工 Ｖ＝ ㎥

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

用地取得

宅地、畑、田

Ａ＝ ㎡

補償 建物等 一式

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

㈱五建

登記委託料

用地費

補償費

役務費
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
道悦旭町線改良事業

道路改良工事、舗装工事及び支障物件の移転補償を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

道悦旭町線改良事業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・防

災）

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

カルバート工 Ｌ＝ ｍ

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

舗装工事 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

防護柵工 Ｌ＝ ｍ

補償 工作物 一式

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

興和建設㈱・花菱建

設㈱

登記委託料

補償費

清水番生寺線舗装事業

舗装工事を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

清水番生寺線舗装事

業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・防

災

舗装工事 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡ （財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

㈱エコワーク

猪土居牧之原１号線舗装事業

舗装工事を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

猪土居牧之原１号線

舗装事業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・防

災

舗装工事 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡ （財源内訳）

国庫支出金

他市負担金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

静和工業㈱ 西部営

業所
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
２ 生活道路改良事業

生活道路改良事業

地域に密着した生活道路の整備として、主として生活環境の改善を図るため、石上日掛線ほか 路線につい

て改良工事、舗装工事、測量設計、用地取得等を実施した。

（単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

生活道路改

良事業

（過疎対策

事業）

石上日掛線舗装工事Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡ （財源内訳）

市債（過疎債）

一般財源

工事請負費

㈱エコワーク

 

石上日掛線測量業務委託

測量業務 Ｌ＝ ｍ

用地測量 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

市債（過疎債）

一般財源

委託料

㈲ＭＡＰ

西向島線ほか改良工事

Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

市債（過疎債）

一般財源

工事請負費

高橋建設㈱

生活道路改

良事業

宮前欠下１号線改良工事

Ｌ＝ ｍ

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

㈱ケンコー

猪土居地内公衆用道路改良工事

Ｌ＝ ｍ

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

光明建設

尾川千葉線改良工事Ｌ＝ ｍ

擁壁工 Ｌ＝ ｍ

防護柵工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

㈱ケンコー

三ツ合伊太線舗装工事（伊太地区

道路整備事業） Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

県支出金（電源立地地域対策

交付金）

一般財源

工事請負費

㈱エコワーク

道路照明灯取替え工事

道路付属施設工 Ｎ＝４基 （財源内訳）

国庫支出金（社会資本整備総

合交付金 道路・防災）

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

㈱寿電気

初倉小学校東線改良工事

Ｌ＝ ｍ

床版工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

ファクト㈱
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

中河町西 号線改良工事

Ｌ＝ ｍ

防護柵工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

ファクト㈱

土地取得事業特別会計買戻し

湯日大柳線 Ｎ＝３筆 （財源内訳）

一般財源

用地費

雲見線落石防護柵設置工事

Ｌ＝ ｍ

防護柵工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

㈱アサノ建工

石上日掛線法面改良工事

Ｌ＝ ｍ

法面工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

高橋建設㈱

細島南部６号線舗装工事

舗装工 Ａ＝ ㎡

排水構造物工 Ｎ＝１か所

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

㈱ドリーム・クリエイト

第三小学校南線改良工事

Ｌ＝ ｍ

排水構造物工 Ｌ＝２ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

興和建設㈱

補償費

鍋島トンネル修繕工事

Ｌ＝ ｍ

ひび割れ補修工 Ｌ＝ ｍ

断面修復工 Ｖ＝ ㎥

はく落防止工 Ａ＝ ㎡

漏水対策工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

県支出金（電源立地地域対

策交付金）

一般財源

工事請負費

㈱杉本組

本通り御仮屋線街区基準点移転に

伴う基準点設置測量業務委託

３級基準点測量 Ｎ＝１点

成果検定 Ｎ＝１点

（財源内訳）

一般財源

委託料

大鐘測量設計㈱

樹木腐朽度調査手数料（横井地

内）

調査 Ｎ＝３本

（財源内訳）

一般財源

役務費

事務費

（財源内訳）

一般財源

需用費

合 計

（財源内訳）

国庫支出金（社会資本整備総

合交付金 道路・防災）

県支出金（電源立地地域対策

交付金）

市債（公共事業等債）

市債（過疎債）

一般財源

需用費

役務費

委託料

工事請負費

用地費

補償費
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
３ 空港隣接地域賑わい空間創生事業

生活道路改良事業（空港隣接地域賑わい空間創生事業）

道路改良工事及び事業用地の取得、支障物件の移転補償等を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

生活道路改良事業

（空港隣接地域賑

わい空間創生事

業）

吹木線改良事業

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

擁壁工 Ｌ＝ ｍ

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

防護柵工 Ｌ＝ ｍ

用地取得

宅地、畑、山林 Ａ＝ ㎡

補償

工作物等 一式

（財源内訳）

県支出金

一般財源

工事請負費

ファクト㈱

用地費

補償費

登記委託料

４ 県道路改良事業

県単独道路改築事業

県が実施した市内の３路線の事業費について、静岡県建設事業等市町負担金徴収条例に基づき一部を負担し

た。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

県単独道路改築事業 県単独道路改築事業負担金

（内訳）

（一）住吉金谷線 二軒家

（主）焼津森線 大代

（主）藤枝天竜線 塩本

（主）藤枝天竜線 笹間下

負担金＝対象事業費の ％

（財源内訳）

一般財源

負担金

東光寺谷川地区道路整備事業

県施工の東光寺谷川改修に伴い、市道岸町東光寺線（大日橋架替工事）の幅員を ｍから ｍに拡幅した工

事の応分に割り当てられた費用を負担した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

東光寺谷川地区道路

整備事業

東光寺谷川地区道路整備事業負

担金

（市）岸町東光寺線

（財源内訳）

一般財源

負担金

５ 幹線道路改良事業（繰越明許）

色尾大柳線改良事業

舗装工事を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

色尾大柳線改良事業

（社会資本整備総合

交付金事業 道路・

通常）

（空港隣接地域賑わ

い空間創生事業費補

助金）

舗装工事 Ｌ＝ ｍ

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

舗装工事 Ｌ＝ ｍ

地盤改良工 Ａ＝ ㎡

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

国庫支出金

県支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

㈱丸紅
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
谷口中河線改良事業

事業用地の取得及び支障物件の移転補償等を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

谷口中河線改良事業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・通

常）

調査委託

用地・物件調査 一式

用地取得

宅地 Ａ＝ ㎡

公衆用道路 Ａ＝ ㎡

雑種地 Ａ＝ ㎡

田 Ａ＝ ㎡

補償

建物等 一式

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

県支出金（空港隣接地

域賑わい空間創生事業

費補助金）

一般財源

委託料

服部エンジニア㈱

用地費

補償費

蓬莱橋線改良事業

舗装工事、信号機移設工事及び支障物件の移転補償を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

蓬莱橋線改良事業

社会資本整備総合交

付金事業 道路・通

常

信号機移設工 Ｎ＝５基

車両用信号機 Ｎ＝２基

歩行者用信号機 Ｎ＝３基

舗装工事 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

補償

工作物等 一式

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

髙橋電気工業㈱

㈱エコワーク

補償費

新病院入口交差点改良事業

道路改良工事、舗装工事、信号機設置工事及び支障物件の移転補償を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

新病院入口交差点改

良事業

社会資本整備総合

交付金事業 道路・

通常

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

地盤改良工 Ａ＝ ㎡

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

活線移設工 Ｌ＝ ｍ

舗装工事 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

信号機設置工事 Ｎ＝ 基

車両用信号機 Ｎ＝４基

歩行者用信号機 Ｎ＝８基

補助信号機 Ｎ＝１基

補償

工作物等 一式

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

大河原建設㈱

髙橋電気工業㈱

補償費
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
大井川左岸旧堤線改良事業

道路改良工事を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

大井川左岸旧堤線改

良事業

社会資本整備総合

交付金事業 道路

・通常

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

法面工 Ａ＝ ㎡

ブロック積工 Ａ＝ ㎡

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債 ）

一般財源

工事請負費

大河原建設㈱

谷口道線改良事業

事業用地の取得及び支障物件の移転補償を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

谷口道線改良事業

（社会資本整備総合

交付金事業 道路・

防災）

用地取得

宅地 Ａ＝ ㎡

補償

建物等 一式

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

用地費

補償費

道悦旭町線改良事業

道路改良工事、事業用地の取得及び支障物件の移転補償等を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

道悦旭町線改良事業

社会資本整備総合

交付金事業 道路・

防災

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

用地取得

宅地、雑種地 Ａ＝ ㎡

補償

工作物等 一式

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

興和建設㈱

用地費

補償費

島竹下線改良事業

道路改良工事、事業用地の取得及び支障物件の移転補償等を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

島竹下線改良事業

（社会資本整備総

合交付金事業 道

路・防災）

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

地盤改良工 Ｖ＝ ㎥

排水構造物工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

調査委託

物件調査 一式

用地取得

畑、田 Ａ＝ ㎡

補償

工作物等 一式

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

㈱五建

委託料

大鐘測量設計㈱

用地費

補償費
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
菊川神谷城線改良事業

道路改良工事を実施した。 （単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

菊川神谷城線改良事

業

社会資本整備総合

交付金事業 道路

・通常

道路改良工事 Ｌ＝ ｍ

抑止杭工 Ｎ＝ 本

法面工 Ｎ＝ 本

防護柵工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

㈱特種東海フォレスト

４目 橋りょう維持費 決算額 ２，８３１，４００円

１ 橋りょう維持修繕事業

橋りょう点検等で確認された小規模な橋りょうの修繕及び工事を実施した。 （単位：円）

工 事 概 要 項 目 事 業 費

東町 号線（無名橋 ）床版修繕工事 ほか４件

床版、橋台補修等

修繕料

無名橋 修繕工事 ほか２件

橋台、目地補修等

工作物修繕・復旧工事費

５目 橋りょう新設改良費 決算額 １８９，６１５，０００円

１ 橋りょう長寿命化事業（道路メンテナンス事業）

橋りょう長寿命化修繕・耐震事業

島田地区７橋、金谷地区１橋、川根地区１橋の修繕工事が完了した。なお、修繕設計２件 ４橋 を繰越事業と

した。

（単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

橋りょう長寿命化修

繕･耐震事業

道路メンテナンス

事業

長寿命化修繕・耐震補強工事

Ｎ＝９橋

断面修復工・表面含浸工

伸縮装置取替工・橋面防水工

区画線工・ひびわれ補修工

足場工・舗装打換工

塗替え塗装工・当て板補修工

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

繰入金（公共施設整備基

金）

一般財源

工事請負費

㈱金谷工務店

三友クリエイト㈱

㈱田崎組
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
２ 橋りょう長寿命化事業（繰越明許）

橋りょう長寿命化修繕・耐震事業

島田地区４橋、金谷地区４橋、川根地区３橋の修繕工事が完了した。また、島田地区３橋、金谷地区５橋の

修繕設計が完了した。

（単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

橋りょう長寿命化修

繕・耐震事業

社会資本整備総合

交付金事業 道路・

防災

長寿命化修繕・耐震補強工事

Ｎ＝ 橋

断面修復工・表面含浸工

伸縮装置取替工・橋面防水工

区画線工・ひびわれ補修工

足場工・舗装打換工、

修繕設計業務委託 Ｎ＝８橋

現地踏査・業務計画

橋梁一般図の復元・損傷調査

修繕対策の検討・修繕対策の

設計

施工計画・照査・報告書作成

（財源内訳）

国庫支出金

市債（公共事業等債）

一般財源

工事請負費

㈱ヨコケン

山岸建設㈱

㈱田崎組

委託料

㈱フジヤマ島田営業

所

日本工営都市空間

㈱島田事務所

３項 河川費 決算額 １９７，５０７，２２０円

１目 河川総務費 決算額 ８，６１２，２９７円

１ 河川管理経費

河川管理経費

水門の点検整備、樋管周辺等の草刈り業務委託及び水門の修繕を実施した。

（単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

市内水門点検整

備業務委託

市内全域

か所中、 か所の点検整備

委託料

㈱コスモテック太田

横井樋管他草刈

業務委託

草刈業務 ㎡ 委託料

（公社）島田市シルバー人材セン

ター

水門修繕工事 阿知ケ谷都市下水路１号幹線水門

修繕工事 ほか２件

修繕料

オータ機工㈱ ３件

２目 河川維持改良費 決算額 １８８，８９４，９２３円

１ 河川改修事業

市内の河川構造物の老朽化、排水不良、宅地化による水質の悪化、短時間での増水、浸水被害に関する地元要望

等に対応するため、河川改修事業を実施した。

（単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

河川改修事業

（市単独事業）

向谷四丁目地内排水路改修工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

水路工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

用地取得 宅地 Ａ＝ ㎡

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

浜建工業㈱

用地費
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

岸町地内水路改修工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

水路工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

市債 緊急自然災害防止

債

一般財源

工事請負費

興和建設㈱（前払い）

向島町地内水路改修工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

水路工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

三友クリエイト㈱

監物川改修工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

水路工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

㈱ドリーム・クリエイト

身成川河床洗堀防止工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

床固工 Ｎ＝２か所

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

萩下建設㈱

静居寺沢浚渫工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

浚渫工 Ｖ＝ ㎥

（財源内訳）

市債

（緊急浚渫推進債）

一般財源

工事請負費

㈱杉本組

大沢谷川浚渫工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

浚渫工 Ｖ＝ ㎥

（財源内訳）

市債

（緊急浚渫推進債）

一般財源

工事請負費

㈱杉本組

ほか工事２件

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

長池川浸水対策基本設計業務委託

測量業務 一式

設計業務 一式

（財源内訳）

一般財源

委託料

日本工営都市空間㈱島田

事務所

（準）伊太谷川測量設計業務委託

河川深浅測量 Ｌ＝ ｍ

浚渫作業計画 一式

土質調査 一式

（財源内訳）

市債

（緊急浚渫推進債）

一般財源

委託料

日本工営都市空間㈱島田

事務所

事務費

（財源内訳）

一般財源

事務費

合 計

（財源内訳）

市債（緊急自然災害防

止債）

市債

（緊急浚渫推進債）

一般財源

工事請負費

委託料

用地費

事務費
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
２ 河川維持修繕事業

排水不良や生活雑排水による生活環境の改善を図るため、小規模な河川や水路の修繕及び工事を実施した。

（単位：円）

工 事 概 要 項 目 事 業 費

井口地内水路壁修繕工事 ほか 件

水路修繕等

修繕料

抜里東の沢護岸改修工事 ほか７件

護岸及び水路修繕等

工作物修繕・復旧工事費等

３ 急傾斜地崩壊対策事業

静岡県建設事業等市町負担金徴収条例に基づき、令和４年度に県が市内で実施した抜里山海戸地区、笹間上出本

地区、大日堂地区、東野田 地区、身成川口地区の事業費の一部を負担した。

市が県の補助金（急傾斜地崩壊対策事業費補助金）を受けて、野田旗指地区及び岸・岸町地区において急傾斜地

崩壊対策工事を実施した。

（単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事業費・負担金額 備 考

急傾斜地崩壊

対策事業

抜里山海戸地区急傾斜地崩壊対策事業

負担金＝対策事業費の５％ （財源内訳）

市債 防災対策債

市債（防災・減災・

国土強靭化緊急対策

債）

事業負担金

笹間上出本地区急傾斜地崩壊対策事業

負担金＝対策事業費の ％

事業負担金

大日堂地区急傾斜地崩壊対策事業

負担金＝対策事業費の ％

事業負担金

東野田№２地区急傾斜地崩壊対策事

負担金＝対策事業費の ％

事業負担金

身成川口地区急傾斜地崩壊対策事業

負担金＝対策事業費の ％

事業負担金

野田旗指地区急傾斜地崩壊対策工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

崩壊土砂防護柵工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

県支出金（急傾斜地崩

壊対策事業費補助金）

市債 緊急自然災害防

止債

一般財源

工事請負費

㈱アーク東海

岸・岸町地区急傾斜地崩壊対策工事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

モルタル吹付工 Ａ＝ ㎡

現場吹付法枠工 Ａ＝ ㎡

鉄筋挿入工 Ｎ＝ 本

用地取得

山林、境内地 Ａ＝ ㎡

補償

工作物等 一式

（財源内訳）

県支出金（急傾斜地崩

壊対策事業費補助金）

市債（緊急自然災害防

止債）

一般財源

工事請負費

興和建設㈱

用地費

補償費

委託料
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

合 計

（財源内訳）

県支出金（急傾斜地崩

壊対策事業費補助金）

市債（防災対策債）

市債（防災・減災・国

土強靭化緊急対策債）

市債（緊急自然災害防

止債）

一般財源

負担金

工事請負費

用地費

補償費

委託料

４ 急傾斜地崩壊対策事業（繰越明許）

市が県の補助金を受けて、身成川口地区において急傾斜地崩壊対策工事を実施した。

（単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

急傾斜地崩壊対

策事業

身成川口地区急傾斜地崩壊対策工

事

施工延長 Ｌ＝ ｍ

重力式擁壁工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

県支出金（急傾斜地崩

壊対策事業費補助金）

市債（防災対策債）

一般財源

工事請負費

㈱ケンコー

 
４項 都市計画費 決算額 １，２８７，３７９，８１７円

１目 都市計画総務費 決算額 １４１，４１７，３６５円

１ 委員報酬

都市計画審議会委員 人

景観計画の変更について審議し、異議なしの答申を得た｡

区分 開催日 審議案件

第１回 令和５年２月 日 景観計画の変更（景観資源一覧）について

景観審議会委員 人

景観計画の変更について審議し、異議なしの答申を得た。

区分 開催日 審議案件

第１回 令和４年 月 日 景観計画の変更（景観資源一覧の変更）について
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
２ 土地利用対策事業

土地利用対策委員会４回、幹事会 回を開催した。

土地利用対策委員会及び幹事会の審議件数 （単位：件）

種別 年度
委員会 件数 幹事会 件数

事業概要
事前協議 事業計画 事前協議 事業計画

宅地開発
４ 分譲宅地

３ 分譲宅地、共同住宅

商業施設
４ 店舗、事務所

３ 店舗、事務所

工業施設
４ 工場

３ 工場、工業用地

公益施設
４ 公益建物

３ 診療所、公益建物

土石採取
４

３

そ の 他
４ 駐車場、区域指定

３ 駐車場、区域指定

合 計
４

３

３ 都市計画調査事業

 都市計画決定等事務費

ア 都市再生整備計画素案の作成【令和４年度新規事業】

令和４年４月に公表した島田市立地適正化計画において定めた方針を踏まえ、中心拠点において都市機能

の誘導、誰もが集い交流できる居心地の良い都市空間づくり、良好な居住環境の整備等を推進するため、本

市の中心市街地周辺を対象とした、都市再生整備計画（予定計画期間：令和６年度～令和 年度）等の素案

を策定した。

業務名称 契約期間 事業概要 事業費 円 備考

都市再生整備計画策定

支援業務委託

令和４年９月９日～

令和５年３月 日

都市再生整備計画書（素

案）作成

・事業メニューの整理

・対象区域の設定及び現

況課題の整理

・まちづくり目標及び対

象事業、指標の設定

・実現方策の検討等

㈱オオバ静岡営

業所

４ 景観形成事業

大規模建築物等届出状況

島田市景観条例に基づき届出のあった大規模建築物等について、島田市景観計画で定める色彩基準に適合し

ているか確認を行った。

区 分 新築 件 増築等 件 外観の変更 件 合 計 件

建築物

工作物

合 計

- 271 -



 

 

主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
屋外広告物管理事務費

ア 屋外広告物許可申請状況

区分 年度

許可の状況

件 数 件 個 数 個 手数料 円

新規
継続・変

更
合計 新規

継続・変

更
合計 新規 継続・変更 合計

第１種

広告塔、広

告板等

４

３

第２種

（はり札、立

看板、

広告旗等）

４

３

第３種

照明装置の

あるもの

４

３

第４種

はり紙

４

３

第５種

巻き看板そ

の他

４

３

合 計
４

３

※１件の申請に複数種の広告物がある場合、最も手数料が大きい区分に件数を計上している。

イ 違反広告物簡易除却数 （単位：個）

年度

簡易除却個数 総数

第２種 第４種
合 計

はり札 立看板 広告旗 はり紙

４

３
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
４目 公園管理費 決算額 １７４，４４２，０４０円

１ 公園施設管理費

公園管理運営等委託経費

都市公園・緑地の適正な維持管理が求められている。管理業務受託者と密な連絡調整を行い、公園施設の維

持及び景観の保全に努めた。

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費（円） 備 考

公園施設管理経費 都市公園等管理業務委託

芝刈、除草、病虫害防除、剪定

刈込、施肥、安全パトロール、

施設清掃、簡易維持修繕工事

㈱まちづくり島田

鵜山森林公園管理業務委託

草刈、剪定刈込、病害虫駆除

施設内管理

特定非営利活動法人ＮＰＯ

まちづくり川根の会

都市公園等遊具安全点検業務委託

専門業者による公園内遊具の点

検

・市内公園 か所

・町内会管理の広場 か所

㈱田中スポーツ設備

野守公園遊具保守点検業務委託

野守公園内ボブコースター、ロ

ーラーすべり台の保守点検

㈱ジャクエツ

浄化槽維持管理業務委託

専門業者による市内 公園の浄

化槽 基の維持管理（清掃含

む｡

市内６業者

野守公園遊具運行管理業務委託

年間土・日・祝日、夏休み期間

中のボブコースター運行管理業

務、乗降者の乗降補助

公社 島田市シルバー人材

センター

野守の池環境改善対策業務委託

野守の池の環境改善（ＥＭ菌の

投入、水質調査）

特定非営利活動法人ＮＰＯ

まちづくり川根の会

童子沢親水公園管理業務委託

公園内での、キャンプ及びバー

ベキューの使用届出書の受理

㈱特種東海フォレスト

童子沢親水公園内管理業務委託

４・５・７・８月の繁忙期の公

園内管理及び駐車場整理等

公社 島田市シルバー人材

センター

合 計 （財源内訳）

一般財源
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主   要   事   業   の   説   明 款 項 目 

(2) 公園施設修繕工事 

遊具や公園施設の不具合箇所及び老朽化した施設の修繕を行い、事故の未然防止に努めるとともに、公園利 

用者の安全を図った。                                           

事 業 名 事 業 の 概 要 事業費(円) 備   考 

公園施設修繕

事業 

扇町公園ほか１公園公衆便所小便

器自動フラッシュ設置工事 

小便器自動フラッシュバルブ設

置      Ｎ＝４か所 

440,000 

（財源内訳） 

一般財源   440,000 

工事請負費    440,000 

朝日設備㈱ 

 

牧之原公園栄西禅師像階段修繕工事 

階段タイル修繕 

100枚（Ｌ＝２ｍ） 

モルタル部修繕 

２か所（Ａ＝1.6㎡） 

203,500 

（財源内訳） 

一般財源   203,500 

修繕費      203,500 

㈱特種東海フォレスト 

その他工事 ４件 

その他修繕 43件 

 

7,128,057 

（財源内訳） 

一般財源  7,128,057 

工事請負費   1,202,300 

修繕費     5,925,757 

合 計 

7,771,557 

（財源内訳） 

一般財源  7,771,557 

 

 

(3) 野守公園ボブコースター 

令和４年８月から９月までと令和５年１月から２月までの一部期間において機械設備に不具合があったため

運行を休止し、修繕後に運行を再開した。その他、雨天等による運行中止はあったが通常どおり運行した。 

年度 延べ乗車回数(回) 運行日数(日) 

４ 3,151 90 

３ 2,976 74 

 

(4) ばらの丘公園 

指定管理を令和４年度の１年間で実施した。 

ア 指定管理  指定管理者  遠鉄アシスト㈱ 

         指定管理料  令和４年度委託料：12,900,000円 

 

イ 入園者数、開園日数及び入園料 

令和４年度は「ばらの丘フェスティバル」等の集客イベントを３年ぶりに開催し、ばら苗の販売やばらの

育て方教室、出店コーナーなどの自主事業を実施した。令和４年度は指定管理者更新に伴い、入園料を条例

の範囲内で通年有料とした。ばらの開花シーズンには観光バスツアーなどの団体利用が徐々に回復傾向にあ

った。また、コロナ禍で屋外施設の需要があったことから個人の利用者も増加し、入園料収入の増につなが

った。 

年度 

トップシーズン(人) オフシーズン 

左記以外の期間 

(人) 

合 計 

(人) 

開園日数 

(日) 

入園料合計 

（円) ５～６月 10～11月 

４ 30,175 11,209 6,420 47,804 326 11,321,480 

３ 23,423 11,143 13,412 47,978 325 8,642,490 

 

 

 

 

 



 

 

主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
ウ ばらの丘公園施設修繕工事

劣化した施設の修繕を行い利用者の利便性を向上させた。

事 業 名 事 業 の 概 要 事業費 円 備 考

ばらの丘公園施設修繕事業 ばらの館汚水管修繕工事

汚水ポンプ撤去据付

Ｎ＝１か所

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

朝日設備㈱

ばらの丘公園休養施設修繕工事

休養施設修繕工 一式 （財源内訳）

一般財源

工事請負費

㈱特種東海フォレス

ト

合 計 （財源内訳）

一般財源

工事請負費

エ 島田市ばらの丘公園電力価格等高騰対策指定管理者支援金【令和４年度新規事業】

事業の目的 事業の内容 事業の成果 事業費（円）

電力価格等の高騰の
影響を受けている指
定管理者に対して、
財政支援を行う。

ばらの丘公園の指定
管理者へ支援金を交
付する。

ばらの丘公園の安定的な
運営に寄与した。
交付金額： 円

（財源内訳）
国庫支出金（コロナ臨時交付金）

一般財源

３ 公園施設長寿命化対策事業

公園施設の老朽化が進むなか、遊具を計画的に予防・保全することで、公園利用者の安全性の向上を図った。

（単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

公園施設長寿命化

対策支援事業

社会資本整備総合

交付金事業 公園・

防災

中央公園施設更新工事

遊戯施設更新工 Ｎ＝１基

休養施設更新工 Ｎ＝２基

管理施設更新工 Ｎ＝２基

公園施設撤去工 Ｎ＝５基

財源内訳

国庫支出金

一般財源

工事請負費

㈱特種東海フォ

レスト
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
５目 緑化事業推進費 決算額 ９，２００，６７２円

１ 緑化活動推進事業

ばらのまちづくり推進事業

島田駅南北駅前広場にばら樽を設置した。なごみ団地等の花壇及びばら樽の定期的な管理を委託した。

（単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

ばらのまちづくり推

進事業 ばら管理業

務委託

島田駅南北駅前広場へのばら樽設置・管理

なごみ団地花壇等管理

委託料

㈲六南園

緑化活動推進事業

市民が安らぎを感じ、快適に暮らせるよう、花や緑に囲まれた街並みを創出する事業活動に対し補助金を交付

した。また、緑化の推進と自然を愛する子どもに育つよう願いを込めて、新生児にばらの苗木を配布した。

（単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

生け垣づくり補助金 生け垣を設置した８件に補助金を交付 令和３年度実績 ７件

緑化推進事業補助金 緑化推進活動４団体への支援 谷口美里会

金谷牛尾花の会

野の花の会

初倉まちづくりの会

誕生の木配布事業 新生児へばらの苗木を配布

配布実績： 人（対象者： 人） 内訳

消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

令和３年度実績 人

（対象者： 人）

２ 緑の基本計画作成事業（繰越明許）

都市緑地法等の法改正や合併に伴う市域の拡大、富士山静岡空港の開港等により、本市の状況は変化してい

る。こうした背景を踏まえ、総合計画や都市計画マスタープラン等の上位計画との整合を図りながら計画を策定

する。

（単位：円）

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

（繰越明許）

島田市緑の基本計画

策定支援業務委託

緑の基本計画策定支援業務 一式

原案、概要版作成支援

委託料

昭和㈱

 
６目 公共下水道費 決算額 ５７９，７８３，０００円

１ 公共下水道事業会計繰出金

公共下水道事業会計に係る地方債の償還等に要する経費の繰出しを行った。

年度 繰出金 円

４

３

増減 △

- 276 -



 

 

主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
７目 新東名ＩＣ周辺地区開

発費
決算額 ３８２，０７４，７２７円

１ 島田金谷ＩＣ周辺地区開発事業

ふじのくにフロンティア推進区域整備事業

ふじのくにフロンティア推進区域内における都市基盤施設の整備を行った。

令和４年度は、アクセス道路３号線ほか３路線及び排水路１系統について、整備工事、委託業務、物件補

償を行った。

工事費、委託料、用地費、補償費の一部について繰越事業とした。

（単位：円）

事 業 名 事 業 概 要 事 業 費 備 考

ふじのくに

フロンティ

ア推進区域

整備事業

アクセス道路３号線整備事業

道路整備工事

鉄筋挿入工 Ｎ＝ 本

補強土壁工 Ｌ＝ ｍ

側溝工 Ｌ＝ ｍ

路側防護柵工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

県支出金（工業用地安定

供給促進事業費補助金）

市債（合併特例債）

一般財源

工事請負費（前払金、部

分払金）

㈱特種東海フォレスト

環状線整備事業

道路整備工事（横岡新田２号線）

側溝工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

道路整備工事（竹下牛尾線）

側溝工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

補償

工作物等 一式

（財源内訳）

市債（合併特例債）

一般財源

工事請負費（前払金）

池村建設㈱

工事請負費（前払金）

光明建設

補償費

Ａ－３地区排水路整備事業

排水路整備工事

水路工 Ｌ＝ ｍ

カルバート工 Ｌ＝ ｍ

転落防止柵工 Ｌ＝ ｍ

（財源内訳）

市債（合併特例債）

一般財源

工事請負費

㈱特種東海フォレスト

ほか委託業務１件

（財源内訳）

一般財源

委託料

事務費

（財源内訳）

一般財源

事務費

合 計

（財源内訳）

県支出金（工業用地安定

供給促進事業費補助金）

市債（合併特例債）

一般財源

工事請負費

委託料

補償費

事務費
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
２ 島田金谷ＩＣ周辺地区開発事業（繰越明許）

ふじのくにフロンティア推進区域整備事業

ふじのくにフロンティア推進区域内における都市基盤施設の整備工事及びそれに伴い必要となる委託業

務、用地取得、物件補償を行った。

（単位：円）

事 業 名 事 業 概 要 事 業 費 備 考

（ 繰 越 明

許）

ふじのくに

フロンティ

ア推進区域

整備事業

アクセス道路２号線整備事業

道路整備工事

側溝工 Ｌ＝ ｍ

暗渠工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

用地取得

雑種地 Ａ＝ ㎡

補償

工作物等 一式

（財源内訳）

市債（合併特例債）

一般財源

工事請負費

㈱金谷工務店

用地費

補償費

環状線整備事業

道路整備工事（横岡新田 号線ほか）

側溝工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

道路整備工事（竹下牛尾線）

側溝工 Ｌ＝ ｍ

舗装工 Ａ＝ ㎡

沖ノ島踏切拡幅工事委託（令和４年度

施行分）

踏切信号工事 一式

踏切通信工事 一式

用地取得

雑種地、宅地、田、畑

Ａ＝ ㎡

補償

工作物等 一式

（財源内訳）

市債（合併特例債）

一般財源

工事請負費

㈱金谷工務店

工事請負費

大和工建㈱

委託料

大井川鐵道㈱

用地費

補償費

登記委託料

合 計

（財源内訳）

市債（合併特例債）

一般財源

工事請負費

委託料

用地費

補償費

５項 住宅費 決算額 ２０７，８７２，２４０円

２目 住宅管理費 決算額 ５０，３１５，６６５円

１ 市営住宅運営事業
市営住宅運営経費

ア 住宅の入居状況

市営住宅 （単位：戸）

年度 当初入居戸数 入居戸数 退去戸数 年度末入居戸数

４

３
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
イ 市営住宅の管理代行

市営住宅の施設管理及び入居者管理業務について、県営住宅等の他の公的賃貸住宅との管理の一元化や入

居者のサービス向上を図るため、管理代行による業務委託を実施した。

事業名 事業の概要 事業費 円 事業の成果（期待される効果）

市営住宅管理
代行業務委託

施設管理（修繕、保守点検等）
及び入居者管理（入居募集、退
去等事務）業務を住宅管理者に
代行して実施
委託先：静岡県住宅供給公社

（財源内訳）
一般財源

県営住宅との管理の一元化による
公営住宅への入居の円滑化と、高
齢者の見守り等の市営住宅入居者
へのサービス向上につながった。

ウ 住宅使用料の状況

住宅・駐車場使用料収納状況

市営住宅 単位：円

年度 科目 調定額 収納額 不納欠損額 収入未済額 収納率（％）

４

現年度分

住 宅

駐車場

共益費

過年度分

住 宅

駐車場

共益費

３

現年度分

住 宅

駐車場

共益費

過年度分

住 宅

駐車場

共益費

子育て世代型住宅 単位：円

年度 科目 調定額 収納額 不納欠損額 収入未済額 収納率（％）

４

現年度分
住 宅

駐車場

過年度分
住 宅 －

駐車場 －

３

現年度分
住 宅

駐車場

過年度分
住 宅 －

駐車場 －

エ 敷金残高及び敷金運用益収入の状況

敷金は入居の際に家賃の３か月分を徴収し、退去の際に返還している。敷金は歳入歳出外現金、島田掛川信

用金庫定期預金、みずほフィナンシャルグループ株券に分割して保管しており、預金利子と株式配当は雑入と

して歳入している。 （単位：円）

年度
敷金残高

運用収益
歳入歳出外現金 定期預金 有価証券 合計

４

３

※市営住宅と子育て世代型住宅の合計
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主   要   事   業   の   説   明 款 項 目 

(2) 市営住宅維持修繕経費 

令和４年度末の市営住宅管理戸数は14団地284戸で、このうち140戸が既に耐用年数を過ぎている。 

施設の不具合や老朽化等による修繕工事を実施するとともに、耐用年数を経過した住宅について解体工事を実

施した。 

ア 市営住宅の状況                                   （単位：戸） 

年度 
管 理 

戸 数 

築 後 経 過 年 数 別 戸 数 

20年未満 20年以上30年未満 30年以上40年未満 40年以上 

４ 284 96 24 48 116 

３ 292 96 24 48 124 

  

イ 修繕工事等の実施状況                     （単位：円） 

年度 建物設備修繕工事 解体工事 合  計 

４ 11,701,800 5,885,000 17,586,800 

３ 12,595,000 9,554,600 22,149,600 

 

ウ 主な工事の概要  

事業名 事業の概要 事業費(円) 事業の成果（期待される効果） 

市営大草住宅Ｂ

棟電気温水器取

替工事 

電気温水器取替24台 

委託先：浜建工業㈱ 

  11,506,000 

（財源内訳) 

一般財源  11,506,000 

経年劣化している電気温水器を

交換することにより住環境を良

好に保つことができた。 

市営北部住宅解

体工事 

 

北部住宅（木造平屋） 

延床面積 72.9㎡(２棟４戸） 

委託先：大井建設㈱ 

     3,179,000 

（財源内訳) 

一般財源  3,179,000 

老朽化の著しい住宅を解体する

ことで、防犯、防災、衛生等の

住環境を良好に保つことができ

た。 市営中溝町住宅

解体工事 

 

中溝町住宅（木造平屋）  

延床面積 23.8㎡(１棟１戸） 

委託先：㈲竹内工務店 

726,000 

（財源内訳) 

一般財源   726,000 

市営旭町第二住

宅解体工事 
旭町第二住宅（木造平屋） 

延床面積 103㎡(３棟３戸） 

委託先：㈲竹内工務店 

1,980,000 

（財源内訳) 

一般財源   1,980,000 

 

３目 建築指導費 決算額            ８５，２５８，７０２円 

１ 建築指導事務費 

(1) 建築関係申請状況 

建築確認申請の審査が民間開放されたことに伴い市への申請が減少しているが、長期優良住宅の認定申請が多

く提出されている。また、建築計画において、設計事務所や住宅建築業者等からの道路、敷地、建築基準法に関

する事前の相談が多く、特に幅員４ｍ未満の道路の取扱いに関する問い合わせや宅地分譲等の開発地内に築造す

る道路位置指定の構造基準などの相談が増加している。 

その他として、市民からの耐震診断をはじめとする建築行政全般に関する相談がある。 

                                               (単位：件) 

件   名 年度 件数 内 訳 備   考 

建築確認申請等 
４ 8 

市物件     6 

県物件     2 

計画通知・計画変更等を含む 

  〃 

３ 5 
市物件     5 

県物件     0 

計画通知・計画変更等を含む 

  〃 

建築許可・認定 
４ 36 

市物件    20 

県物件     16 

道路接道認定   

道路接道許可   道路接道認定   

３ 45 
市物件     26 

県物件     19 

道路接道認定  

道路接道許可   道路接道認定   



 

 

主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
 

長期優良住宅認定
４

市物件

県物件

変更認定含む

〃

３
市物件

県物件

変更認定含む

〃

道路位置指定 ４ 指定６件

３ 指定９件

※建築確認は工作物と昇降機を含む。

２ 建築物等耐震性向上事業

わが家の専門家診断事業

地震に対する住宅の安全性を確認するため、昭和 年５月以前に建築された木造住宅に対し、無料で専門家

を派遣し、建物の耐震診断を実施した。

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費（円）
事業の成果

期待される効果

わが家の専門家診断事業

（社会資本整備総合交付金

事業（防災・安全））

（プロジェクト「ＴＯＵＫ

ＡＩ－０」総合支援事業）

昭和 年５月以前に建築された木

造住宅の専門家診断に要する経費

＠ 円× 棟

委託先：（一社）志太建築士会

（財源内訳）

国庫支出金

県支出金

一般財源

地震による住宅の

倒壊を防止するた

め、耐震診断を実

施し耐震化を推進

する。

建築物耐震改修促進事業

ア 木造住宅耐震補強事業

地震発生時における木造住宅の倒壊による被害を防止し市民の生命を守るため、昭和 年５月以前に建築

された木造住宅の耐震補強工事の実施者に対して、一般世帯に 万円、高齢者等世帯に 万円の補助金を交

付した。また、令和２年度からは在宅避難を促進するため、事業のＰＲに協力し家具の固定等を行った申請者

に対して 万円の上乗せを実施している。

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費（円）
事業の成果

期待される効果

木造住宅耐震補強助成事業

（社会資本整備総合交付金

事業（防災・安全））

（プロジェクト「ＴＯＵＫ

ＡＩ－０」総合支援事業）

昭和 年５月以前に建築された木

造住宅の耐震補強工事に要する経

費の一部補助

一般世帯（上限 万円 棟

高齢者等世帯（上限 万円）

棟

※在宅避難促進割増（ 万円上乗

せ 棟

合計 棟

（財源内訳）

国庫支出金

県支出金

一般財源

地震による住宅の

倒壊を防止するた

め、補強工事を行

い耐震化率が向上

した。
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
イ 木造住宅建替事業

昭和 年５月以前に建築された耐震性のない木造住宅の除却・建替工事の実施者に対して、建替 万円、

除却 万円の補助金を交付した。

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費（円）
事業の成果

期待される効果

木造住宅建替事業

（社会資本整備総合交付金

事業（防災・安全））

（プロジェクト「ＴＯＵＫ

ＡＩ－０」総合支援事業）

昭和 年５月以前に建築された木

造住宅の建替・除却に要する経費

の一部補助

建替（上限 万円）８棟

除却（上限 万円）６棟

合計 棟

（財源内訳）

国庫支出金

県支出金

一般財源

建替・除却が行わ

れることで耐震化

率が向上した。

ウ 空き家解体事業【令和４年度新規事業】

空き家の解体事業を行う者に対して、工事に要する経費の23％（上限30万円。ただし、空き家の相続人又

は空き家の相続により当該空き家の所有権を有する者となった者が被相続人の死亡日から起算して３年を経過

する日までに当該空き家の解体工事を行った場合は、50万円を限度とする｡）を補助金として交付した。

事業名 事業の概要 事業費 円

事業の成果

期待される効

果

空き家解体事業

（社会資本整備総合交付金

事業（防災・安全））

（プロジェクト「ＴＯＵＫ

ＡＩ－０」総合支援事業）

昭和 年５月以前に建築された

木造住宅の空き家の除却に要す

る経費の一部補助

通常：上限 万円 件

相続発生後早期の除却による割

増

：上限 万円 １件

合計 件

（財源内訳）

国庫支出金

一般財源

空き家の除却

を促進し、問

題となる空き

家の発生抑制

と快適な居住

環境の確保に

繋げることが

できた。

ブロック塀等耐震改修促進事業

地震発生時におけるブロック塀等の倒壊又は転倒による災害を防止し、震災時における避難路の確保と市民生

活の安全を図るため、事業実施者に対して補助金を交付した。

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費（円）
事業の成果

期待される効果

ブロック塀等撤去事業

プロジェクト「ＴＯＵＫＡ

Ｉ－０」総合支援事業

倒壊の危険があるブロック塀等の

撤去に要する経費の一部補助

Ｌ＝ ｍ 件

（財源内訳）

県支出金

一般財源

地震発生時のブロ

ック塀倒壊による

災害を防止し、輸

送路及び避難路の

安全を確保する。
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
通学路沿道ブロック塀等安全対策事業

地震発生時におけるブロック塀等の倒壊又は転倒による災害を防止し、震災時における通学路の安全確保と市

民生活の安全を図るため、事業実施者に対して補助金を交付した。

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費（円）
事業の成果

期待される効果

通学路沿道ブロック塀等安

全対策事業

（社会資本整備総合交付金

事業（防災・安全））

（プロジェクト「ＴＯＵＫ

ＡＩ－０」総合支援事業）

倒壊の危険があるブロック塀等の

撤去に要する経費の一部補助

Ｌ＝ ｍ １件

（財源内訳）

国庫支出金

県支出金

一般財源

地震発生時のブロ

ック塀倒壊による

災害を防止し、歩

行者の安全を確保

する。

要安全確認計画記載建築物耐震化事業

地震発生時に緊急輸送路等の沿道の耐震性のない建築物が倒壊し、道路を閉鎖してしまうことを防ぐため、緊

急輸送路等沿道の耐震診断義務付け建築物の耐震化に要する経費の一部に対して補助金を交付した。

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費（円）
事業の成果

期待される効果

要安全確認計画記載建築物

耐震化事業

（地域防災拠点建築物整備

緊急促進事業補助金）

（プロジェクト「ＴＯＵＫ

ＡＩ－０」総合支援事業）

緊急輸送路等の沿道に建つ耐震

診断義務付けされた建築物の耐

震化に要する経費の一部補助

補強計画策定：１棟

補強工事 ：２棟

（財源内訳）

国庫支出金

県支出金

一般財源

地震による建築物

の倒壊を防止し、

緊急輸送路等の道

路機能を確保す

る。

３ 空き家対策事業

空き家対策事業

ア 特定空家等解体事業費補助金

老朽化等により周囲への悪影響が認められる空き家の解体促進を目的として、特定空き家の解体を行う者に

補助金を交付した。

事業名 事 業 の 概 要 事 業 費（円）
事業の成果

期待される効果

特定空家等解体事業費補助

金

（社会資本整備総合交付金

事業（住宅・通常））

空き家の解体工事費の５

分の４（上限額 万円）

を交付

交付件数：１件

（財源内訳）

国庫支出金

一般財源

周囲への悪影響が認められ

る空き家の解体を促進する

ことができた。
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 
中古住宅活用促進事業

ア 中古住宅購入奨励金

中古住宅の流通を促進することにより、空き家の発生を抑制するとともに、市内への移住や定住促進を目的

として、中古住宅購入者に奨励金を交付した。

事業名 事 業 の 概 要 事 業 費（円）
事業の成果

期待される効果

中古住宅購

入奨励金

市内の中古住宅を購入する者に対して、奨

励金を交付する

交付金額

○住宅取得分（現金）

・中古住宅購入額の２分の１で上限 万円

○改修分（現金）

・改修工事に要する経費の額の２分の１で

上限 万円

○子育て分（金券）

・中学生以下の子と同居する場合に 万円

○居住誘導区域分（金券）

・中古住宅が居住誘導区域に存する場合に

万円

○移住分（金券）

・市外から移住する場合に 万円

交付実績

・交付世帯数 世帯

（内訳）大人 人

子ども（中学生以下） 人

・交付世帯の前住所地

島田市内 世帯

市外（県内）４世帯

（金券換金手数料含

む｡

（財源内訳）

一般財源

中古住宅の流通促進に

より､空き家の発生を抑

制することができた。

市外からの移住にもつ

ながった。

奨励金の交付世帯への

アンケート結果から、

奨励金制度があること

で、当年度内に住宅を

購入する予定のなかっ

た８世帯が住宅を購入

し、２世帯が市内へ移

住する動機となった。

空き家バンク事業

事業名 事業の目的 事業の内容 事業費 円
事業の成果

（期待する効果）

空き家バンク

運営事業

川根地区への

移住・定住の

促進により地

域の活性化を

図る

委託先：イエモク建成工業㈱

実施期間：令和４年４月１日から

令和５年３月 日まで

利用者登録： 人

空き家登録：６件

マッチング：６件

（内訳）

委託料

空き家所有者と利用

希望者の登録があ

り、川根地区の利活

用可能な空き家を紹

介することができ

た。

４ 狭あい道路拡幅整備事業

狭い道路について、土地所有者の協力のもとに土留め壁や塀等を撤去し、道路後退した土地（以下、「道路拡幅

用地」という｡）を拡幅整備することで、良好で災害に強い市街地の形成及び生活環境の向上を図る。

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費（円）
事業の成果

期待される効果

狭あい道路拡幅整備事業

（社会資本整備総合交付

金事業（住環境））

・道路拡幅用地の分筆測量、登記

及び簡易舗装

・道路拡幅用地内の塀等の撤去、

移設費に対する一部助成

実施件数４件

拡幅整備した道路の延長 ｍ

（財源内訳）

国庫支出金

一般財源

災害時の避難や緊

急車両の活動の妨

げになる狭い道路

が解消される。
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９款 
 

消 防 費 
 

 

１項 消防費 

 

消 

防 

費 





 
主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

９款 消防費 決算額 １，４４８，０６８，０６５円

１項 消防費 決算額 １，４４８，０６８，０６５円

１目 常備消防費 決算額 １，０３２，３３５，３９４円

１ 静岡地域消防救急広域事務委託費 （単位：円）

事業概要 事 業 費 備 考

消防事務委託料

静岡地域消防救急広域

化に伴う静岡市への消

防事務委託費

（財源内訳）

県支出金（権限移譲事務交付金）

一般財源

委託料

Ｒ４ 決算額

Ｒ３ 過不足額 △

２ 消防庁舎等管理経費 （単位：円）

事業概要 事 業 費 備 考

島田消防署非常用発電設

備修繕工事 （財源内訳）

一般財源

工事請負費

㈱明電エンジニアリング

島田消防署屋上防水改修

・北側外壁修繕工事 （財源内訳）

一般財源

工事請負費

信栄建設㈱

１ 委員報酬

消防団員

報酬額表

階 級 報酬年額 円 人数 人 報酬金額 円

団 長

副団長

本部分団長

分団長

副分団長

部 長

班 長

団 員

機能別団員

合 計

※人数は令和４年度末時点のものであり、報酬金額は実際に支払った金額である。

２ 職員給与費

災害補償費

区 分 金 額 円 備 考

遺族補償費 財源：消防団員等公務災害補償費収入

公務災害補償費

消防費負担金 消防団員等公務災害補償等共済基金への負担金

２目 非常備消防費 決算額 １１０，５０４，３１９円
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

３ 消防団活動事業

消防団活動経費

活動状況

区 分 内 容

式典 入団式、退団式ほか

訓練
新入団員講習会（１回）、役員教養訓練（２回）、水防訓練、非常招集訓練、

消防署との合同訓練、総合防災訓練、地域防災訓練、地震対策研修会ほか

啓発・広報 秋・春火災予防運動、年末年始特別警戒、広報誌発行、幼稚園・保育園花火教室ほか

会議 正副団長会議、本部会議、総務企画部会、訓練指導部会、方面隊会議、分団部会議ほか

消防団出動経費

出動人数 （単位：人）

費用弁償（出動手当） （単位：円）

３目 消防施設費 決算額 ８４，７１６，３１６円

１ 消防施設整備事業

消防団資機材整備事業 （単位：円）

事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

可搬式小型動力ポンプ（Ｂ－３級）

１台

配備先： 分団１部（金谷本町）

（財源内訳）

県支出金（石油貯蔵施設立地対策

等交付金）

県支出金（地震・津波対策等減災

交付金）

一般財源

備品購入費

旭産業㈱

可搬式小型動力ポンプ（Ｃ－１級）

２台

配備先： 分団３部（大代）

分団３部（高熊）

チェーンソー ５台

配備先：３分団１部（阪本）

ほか４詰所

（財源内訳）

国庫支出金（消防団設備整備費補

助金）

一般財源

備品購入費

㈲シマサク商会

 
 
 
 
 

区 分 令和４年度 令和３年度

火災出動

警戒出動

捜索等出動

訓練出動

合 計

区 分 令和４年度 令和３年度

火災出動

警戒出動

捜索等出動

訓練出動

合 計
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

消火栓整備事業 （単位：円）

事 業 の 概 要 事 業 費 備 考

消火栓新設・修繕等維持管理

（財源内訳）

一般財源

負担金

（内訳）

水道課

大井上水道企業団

２ 消防施設等管理費

消防自動車両維持費、消防団資機材維持費 （単位：円）

事 業 の 概 要 件数 件 事 業 費 備 考

消防自動車両維持管理 車検・点検、修繕、燃料 ほか

消防団資機材維持管理 可搬ポンプ修繕 ほか

分団詰所・車庫管理経費 （単位：円）

事 業 の 概 要 件数 件 事 業 費 備 考

詰所修繕工事

（財源内訳）

一般財源

（修繕料）

消防団施設修繕料

（工事請負費）

ホースタワー点検整備

公共下水切替工事

合併処理浄化槽設置工事

ほか

防火水槽管理経費 （単位：円）

事 業 の 概 要 件数 件 事 業 費 備 考

島田市立総合医療センタ

ー既存防火水槽解体工事 （財源内訳）

一般財源

工事請負費

㈱竹中工務店

防火水槽維持管理

（財源内訳）

一般財源

防火水槽修繕

防火水槽用地借地料

マンホ ル落下防止ネット購

防火水槽防犯灯取替

フェンス工事

１ 委員報酬

防災会議委員

島田市防災会議（報酬支給対象者 ８人）

実 施 日：令和５年３月 日

報告事項：・令和４年度の防災に関する取組について

・島田市原子力災害広域避難計画の改定について

・島田市国土強靱化地域計画の改定について

協議事項：・島田市地域防災計画（共通対策編、地震対策編、原子力災害対策編、風水害対策編、大火災対

策編、大規模事故対策編）の改定について

・島田市水防計画の改定について  

４目 防災費 決算額 ２２０，５１２，０３６円
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

２ 防災対策事業

防災対策事務費 （単位：円）

事業概要 事業の成果 事 業 費 備 考

ドローン本体の

維持管理経費等

（サポート、保

険の加入、点検

整備費）

防災関係

令和４年６月：水防訓練 情報収集訓練

その他

新庁舎撮影 回

新東名島田金谷ＩＣ周辺撮影 ２回

市道４路線撮影（初倉地区） １回

市道 路線撮影 １回

市道９路線撮影 １回

（財源内訳）

一般財源

役務費

（内訳）

保険料

点検･整備

委託料

防災訓練経費

訓 練 名 実 施 日 訓 練 内 容

職員動員訓練 ４月 日
勤務時間外に突発的に地震が発生したことを想定し、本部長以下職員の非

常参集、本部の設置、情報伝達訓練を実施した。

総

合

防

災

訓

練

自主防災組織

訓練
８月 日

各地域において自主防災組織が主体となり訓練を実施し、本部及び現地避

難地班による情報伝達訓練を実施した。（参加人数：約 人）

会場型訓練

９月４日

静岡県と大井川流域２市２町及び防災関係団体などが連携した大規模地震

の発生を想定した防災訓練を実施した。

会場 訓練（参加人数：約 人）

災害対策本部

運営訓練

駿河湾沖を震源とする南海トラフ地震の発生を想定した職員の参集訓練、

災害対策本部における情報の流れを確認する災害対策本部運営訓練を実施

した。

地

域

防

災

訓

練

自主防災組織

訓練

月５日

各地域において自主防災組織が主体となり訓練を実施し、本部及び現地避

難地班による情報伝達訓練を実施した。

市幹部職員による自主防災組織の訓練視察を実施した。

（参加人数： 人）

災害対策本部

運営訓練

駿河湾沖を震源とする南海トラフ地震の発生を想定した職員の参集訓練、

災害対策本部における情報の流れを確認する災害対策本部運営訓練を実施

した。

原

子

力

防

災

訓

練

図上訓練 １月 日

オフサイトセンター運営訓練、テレビ会議運営訓練、緊急時モニタリング

訓練を実施した。

実動訓練 ２月４日

初倉地区の住民（ 人）の協力を得て、住民避難訓練、安定ヨウ素剤配付

訓練、避難経由所運営訓練を実施した。
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

自主防災組織育成事業

ア 自主防災組織育成対策事業概要

事 業 名 実 施 日 事 業 概 要

自主防災会長・

委員長会議

５月 日（川根）

５月 日（金谷）

５月 ・ 日（島

田）

令和４年度自主防災事業計画（防災教室・地域防災リーダー養成

講座・資機材一斉点検）、自主防災組織育成対策補助金について

説明した。

７月 日（川根）

７月 日（金谷）

７月 ・ 日（島

田）

令和４年度静岡県総合防災訓練、令和４年度島田市総合防災訓

練、地域防災リーダー、市が貸与している防災倉庫、意見交換会

について説明した。

月６日（金谷）

月７日（川根）

月 ・ 日（島

田）

令和４年度島田市地域防災訓練、自主防災組織育成対策補助金の

請求手続き、災害時における避難行動要支援者の情報提供及び個

別計画の作成について説明した。

資機材一斉点検 ６月 日（島田）

６月 日（金谷）

７月３日（川根）

自主防災組織の資機材（可搬式動力ポンプ・ろ水機・発電機）の

点検を実施した。

防災教室 月８日

月 日

月 日

普通救命講習会を実施した。（参加者数： 人）

地域防災リー

ダー養成講座

９月 日～ 月 日

（全９回）

各自主防災組織の推薦を受けた方を対象に、市内外から講師を招

いて地域防災リーダーを養成した。修了者は自主防災会長及び委

員長の補佐役として、自主防災組織の各種活動を指導・支援して

いる。

受講者数： 人

修了者 ： 人

防災講演会 １月９日 防災意識の向上を図るため、防災講演会を開催した。

第１部 演題：台風 号に伴う電力事業者の災害対策について

講師：中部電力パワーグリッド㈱

第２部 演題：風水害や土砂災害に関する災害対策について

講師：静岡大学防災総合センター 准教授 原田賢治氏

聴講者： 人

防災標語コンテ

スト

応募期間：６～９月

投票期間： 月

市長表彰：３月

市内の小中学校に通う児童・生徒から応募があった防災標語につ

いて、防災フェアで投票を行うとともに、支所や公民館等に投票

箱を設置し優秀作品を選考した。

小学生応募数： 作品、中学生応募数： 作品

イ 自主防災組織育成対策補助金交付事業 （単位：円）

事業概要 事 業 費 交付先 事業成果

自主防災組織の運営費

（運営経費、研修費）

防災訓練に要する経費

（訓練経費、消火器詰替費）

その他自主防災に要する経費

（資機材購入及び修繕、防災倉

庫・備蓄品・装備品等の購入）

（財源内訳）

県支出金（地震・津波対

策等減災交付金）

一般財源

河原町自主防災会

ほか 団体

自主防災組織の主

体的な活動や備蓄

食料・資機材の整

備を支援した。
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

防災施設・資機材整備事業

ア 避難所用備蓄品等 （単位：円）

事業概要 事 業 費 備 考

避難所用備蓄品の更新

アルファ化米 食

ビスケット 食

クリームサンドビスケット

食

飲料水（ ペットボトル）

本

（財源内訳）

県支出金（地震・津波対策等

減災交付金）

一般財源

消耗品費

（内訳）

アルファ化米

㈲バックヤード

ビスケット

島田防災設備㈱

クリームサンドビスケット

㈲バックヤード

飲料水

大一コンテナ㈱

避難所用資機材の購入

ガソリン缶詰 箱

トイレ車いす ９台

トイレテント（車いす用）

９セット

アルミ製軽量車いす 台

ほか

（財源内訳）

県支出金（地震・津波対策等

減災交付金）

一般財源

消耗品費

（内訳）

ガソリン缶詰

㈲バックヤード

その他消耗品

備品購入費

（内訳）

トイレ車いす

㈲バックヤード

トイレテント（車いす用）

島田防災設備㈱

アルミ製軽量車いす

旭産業㈱

その他備品

防災用施設資機材の整備

可搬ポンプ ６台

ろ水機 ６台

（財源内訳）

県支出金（地震・津波対策等

減災交付金）

一般財源

備品購入費

（内訳）

可搬ポンプ

旭産業㈱

ろ水機

大学産業㈱

イ 無人航空機（ドローン）整備等 （単位：円）

事業概要 数 個 事業費 備考

ドローン用バッテリー購入

（財源内訳）

県支出金（地震・津波対策等減災交

付金）

一般財源

消耗品費

アルマダス㈱

ドローン用赤外線カメラ購入

（財源内訳）

県支出金（地震・津波対策等減災交

付金）

一般財源

機械器具費

アルマダス㈱
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

家屋空間安全対策事業 （単位：円）

事業概要 件数 件 事 業 費 備 考

家具等転倒防止対策事業

家具等を床、柱、壁等に固定す

るための金具の取付

（１戸あたり３個まで）

（財源内訳）

県支出金（地震・津波対策等減災

交付金）

市町村振興協会助成金

一般財源

委託料

㈱ダイケン工務店

大規模停電対策事前伐採事業 （単位：円）

事業概要 数 本 事 業 費 備 考

大規模停電対策事前伐採業務委託

（川根町身成地区） （財源内訳）

県支出金（地震・津波対策等減災

交付金）

伐採事業負担金

一般財源

委託料

㈱特種東海フォレスト

３ 通信機器整備事業

通信機器管理経費 （単位：円）

事業概要 事 業 費 備 考

防災行政無線保守点検業務委託（島田地区）

（財源内訳）

一般財源

委託料

ＯＫＩクロステック㈱

中部支社静岡支店

防災行政無線保守点検業務委託

（金谷・川根地区・防災相互無線） （財源内訳）

一般財源

委託料

ＮＥＣ静岡ビジネス㈱

デジタル防災行政無線保守点検業務委託

（移動系） （財源内訳）

一般財源

委託料

㈱日立国際電気静岡営業所

自家用電気工作物（相賀中継局）保安管理業

務委託 （財源内訳）

一般財源

委託料

一財 中部電気保安協会

藤枝営業所

市民向け防災メール配信システム使用料

登録者数： 人（令和５年３月 日現在） （財源内訳）

一般財源

使用料及び賃借料

㈱アルカディア

安否情報確認・参集システム使用料

（財源内訳）

一般財源

使用料及び賃借料

㈱ＳＢＳ情報システム

同報無線屋外子局（向谷１局）移設工事

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

フィールセーフ㈱静岡支店

同報無線屋外子局（笹間渡局）移設工事

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

ＮＥＣ静岡ビジネス㈱

同報無線屋外子局（南原３局）更新工事

（財源内訳）

一般財源

工事請負費

フィールセーフ㈱静岡支店
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

 
同報無線屋外子局（猪土居１局）修繕

（財源内訳）

一般財源

修繕料

ＮＥＣ静岡ビジネス㈱

遠隔装置用ＵＰＳ修繕

（財源内訳）

一般財源

修繕料

ＯＫＩクロステック㈱

中部支社静岡支店

防災行政無線バッテリー購入

（財源内訳）

一般財源

消耗品費

㈱日立国際電気静岡営業所

同報無線屋外子局バッテリー購入

（金谷・川根地区） （財源内訳）

一般財源

消耗品費

ＮＥＣ静岡ビジネス㈱

同報無線屋外子局バッテリー購入

（島田地区） （財源内訳）

一般財源

消耗品費

ＯＫＩクロステック㈱

中部支社静岡支店

衛星携帯電話修繕

（財源内訳）

一般財源

消耗品費

㈱ＮＴＴドコモ東海支社

静岡支店

Ｊアラート用ノートパソコン購入

（財源内訳）

一般財源

備品購入費

ＯＫＩクロステック㈱

中部支社静岡支店

 
４ 水防対策事業 

水防対策事業

ア 防災気象情報提供 （単位：円）

事業概要 事 業 費 備 考

防災業務支援サービス委託

防災体制構築のための気象情報の提供 （財源内訳）

一般財源

委託料

㈱ウェザーニューズ

イ 島田市水防訓練

実 施 日：令和４年６月 日

会 場：大井川河川敷（南町多目的広場）

参加団体及び参加人員： 人（島田市消防団 人、自主防災組織 名 関係者ほか 人）

参加演習：・消防団による水防工法（土のう拵
こしら

え、積み土のう工）

・自主防災組織による水防工法（土のう拵
こしら

え）

・ドローン隊による情報収集訓練

・静岡市消防局による水難救助訓練

ウ 初期水防配備体制

区 分 設置回数 回 設置基準 備 考

第１配備体制（組体制） レベル１からレベル２ ウェザーニューズ水防体制

指標（雨量基準）による第２配備体制（班体制） レベル３以上

第３配備体制（水防本部体制） 市水防計画による
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主 要 事 業 の 説 明 款 項 目 

エ 危機管理型水位計【令和４年度新規事業】

（単位：円）

事業概要 事 業 費 備 考

南原沢川危機管理型水位

計設置業務委託 （財源内訳）

一般財源

委託料

水防対策事業（繰越明許）

（単位：円）

事業概要 事 業 費 備 考

洪水・土砂災害ハザードマ

ップ作成業務委託 （財源内訳）

国庫支出金（社会資本整備総合交付金）

県支出金（地震・津波対策等減災交付金）

一般財源

委託料

５ 新型コロナウイルス感染症対策事業

避難所用資機材整備事業 （単位：円）

事業概要 事 業 費 備 考

避難所用備蓄品の購入

便袋 枚

簡易トイレ 個

トイレテント 個

（財源内訳）

国庫支出金（コロナ臨時交付金）

県支出金（地震・津波対策等減災

交付金）

一般財源

消耗品費

（内訳）

便袋

㈲バックヤード

簡易トイレ

㈲バックヤード

備品購入費

（内訳）

トイレテント

㈲バックヤード
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